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Information

　あなたが撮った写真が『議会だより』
の表紙になります！
　発行月（1、4、7、10 月）にふさわしい
町民の笑顔やイベント行事などの写真
をお送りください。
　採用になったお写真は、『議会だより』
表紙に掲載するとともに、誌面で紹介さ
せていただきます。また、和気町ＰＲグッ
ズを差し上げます。

＊詳しい応募要項は、和気町議会ホームページ
をご覧いただくか、事務局までお問い合わせく
ださい。

写真はイメージです。

「秋晴れの空に向けて
みんなでワッショイ」

今月の表紙

　今
回
、
中
学
生
を
対
象
に
子
ど

も
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。和
気

町
で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り

私
た
ち
議
員
に
と
っ
て
も
、
良
い

刺
激
と
な
り
ま
し
た
。町
政
に
対

し
て
明
確
な
意
見
を
持
ち
、
議
論

し
て
い
る
姿
が
ど
の
子
も
輝
い

て
い
ま
し
た
。

　子
ど
も
議
会
を
通
し
て
、
改
め

て
、
町
政
と
は
誰
の
た
め
に
あ
る

の
か
、
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。町
の
未
来
に
つ
い
て
、
大
人

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
も
含

め
て
、町
民
全
員
で
議
論
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？　町

内
で
は
、
個
性
豊
か
な
12
人

の
議
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
、
議
会
だ
よ
り
を
参
考
に
し
て

推
し
の
議
員
を
見
つ
け
て
、
町
政

に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る

と
活
動
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
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英
里
）

編
集
後
記

一部加工・トリミングして掲載しています。

表紙写真を
募集しています

和気町議会広報編集委員会　岡山県和気郡和気町尺所555番地　TEL0869-93-1121（代）
和気町議会ホームページ　https://www.town.wake.lg.jp/gyosei/choGikai/

和気町議会
ホームページはこちら！

和気町議会 検索

撮影場所：
撮 影 者：
コメント：

宮田地内
橘　隆介

「宮田子ども会」親子参加による子
どもみこしの一コマ。
宝くじ助成事業で購入して、初お披
露目の黄金色のおみこしが秋真っ
盛りの町並みに映えていました。

和気町議会
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令和5年
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特 集
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中学生の主権者教育を進めるため「中学生模擬議会」が
開催されました。
　９月１日（金）に本庁舎議場で行われた「中学生模擬議
会・一般質問」は、１人２０分以内、同一項目につき質問回
数２回以内を原則に、一問一答方式で行われました。

次世代の声を町政に！

和気町
中学生模擬議会

町広報誌１０月号特集「和気町の未来を担う子どもたち」

関連記事

それでは、通告順位にしたが
いまして、１番 國近悠真議員
に質問を許可します。

野山 尚裕 議員
（佐伯中学校３年）

のやま なおひろ

2番

　佐伯地域は街灯が少なく暗くて怖いと
ころも多いので、街灯を増やすことはでき
ないか。街灯やカーブミラーの新設や修繕はどのようにして決
まるのか。通学路の幅を広げるとより安全に通行できると思う
が、そのような計画はないか。

安心・安全なまちづくりについて

太田 町長
　町では、街路灯の設置について基準を設け、児童や生徒が
利用する通学路の安全確保に取り組んでいる。修繕について
は、現地を確認して緊急性の高いものから行っている。通学路
の安全確保は、各区からの意見を聞いて取り組んでいきたい。

國近 悠真 議員
（和気中学校３年）

くにちか ゆうま

1番

　現在、部活動の地域移行が進められて
いるが、子どもがスポーツや文化活動に触
れる機会を減らさないでほしい。また、町の施設を活かした体
験活動や交流ができるイベントを増やしてほしい。

子どもの体験活動について

徳永 教育長
　今ある部活動が地域で活動できるよう、指導者の発掘や
活動場所の確保を行うとともに、町民が参加しやすい、して
みたい、して良かったと思える体験活動やイベントを行ってい
きたい。

井上 晴渡 議員
（佐伯中学校３年）

いのうえ はると

4番

　山田小と佐伯小が統合されて７年目。
佐伯小学校では「山田小プロジェクト」を
行い、地域もそれに応えてくれている。町として旧山田小学校
を今後どのように活用していくのか。

旧山田小学校の利活用について

太田 町長
　地域に愛されている旧山田小学校は貴重な財産で、皆さん
の意見を踏まえ町の魅力、地域の活性化の拠点として最大限
に活かしていきたい。

谷　 雪羽 議員
（和気中学校３年）

たに ゆきは

3番

　和気閑谷高校の魅力が地元に響いて
おらず、和気町で育った子どもたちが憧れる高校となっていな
いのでは。そこで、町が力を入れている英語活動を取り入れた
英語で授業するクラスをつくってはどうか。

和気閑谷高校の魅力化
推進について

太田 町長
　高校魅力化を進めるにあたって、和気町出身生徒からの
発信などSNSの積極的な活用や、英語で授業をするクラス
づくりなど、和気閑谷高校に提案していきたい。

畠　 祐葵 議員
（佐伯中学校３年）

はた ゆうき

6番

　町内でのポイ捨てがとても気になる
が、どのような対策を考えているのか。ま
ちを綺麗にすることで、もっと住みやすく魅力的なまちにな
ると思うが。

和気町の景観向上について

今田 副町長
　年２回の町内一斉清掃や、ゴミの不法投棄対策として監視
カメラの設置や町内パトロールなどを行っている。心地よい住環
境の創出やまちの魅力向上に向けて、環境美化に取り組んで
いきたい。

伊賀 文健 議員
（和気中学校３年）

いが ふみたけ

5番

　安養寺橋から日室方面に抜ける通学路
は見通しも悪く、カーブミラー以外の対策が必要では。また、和
気中学校入口の信号から校門前までの狭い道に自転車道を
整備してほしい。

安全な登下校のための
通学路について

太田 町長
　町では、高架周辺の交通安全性対策に取り組んでいる。今後も
町道の拡幅など安全性を高めていきたい。和気中学校入口の町道
には通学路対策として待避所の設置を実施し、通学路の安全性を
高めてきたが、更なる安全確保に向けて改善を考えていきたい。

関根 葉一 議員
（佐伯中学校３年）

せきね はいち

8番

　県道と国道がぶつかるＴ字路に、佐伯中学
校が設置した看板があるが、かなり古くなっていて本来の役割を果
たせていない。佐伯中生徒会では町の印象アップのため、看板を
新しく作り直したいと考えているが、かなりの予算が必要で、生徒会
やＰＴＡの予算だけでは足りないので、町で補助をしてもらえないか。

佐伯中学校が設置した看板の
修繕について

徳永 教育長
　町としては、当時の生徒の交通安全に対する願いのこもっ
た看板でもある。生徒会に看板のデザイン作成をお願いし、経
費は生徒会やＰＴＡに負担をかけないよう、今年度中の設置を
目指して早急に対応していきたい。

宮尾 紅夢 議員
（和気中学校３年）

みやお くろむ

7番

　町内中学生は、カナダ・ハナ町や上海・
嘉定区に短期留学する機会があったが、
コロナ禍で中止になっている。青少年交流事業を復活してほ
しい。異文化理解を深める場を設定して、町から海外へ魅力を
発信できるようにしてほしい。

青少年交流事業の復活について

徳永 教育長
　交流事業はコロナ禍によって中止になって以降、再開できていな
いが、現在、オンラインによる遠隔交流をオーストラリアと行なってい
るので、青年交流事業の相手先として実施を検討していきたい。

小林 響 議長（和気中学校３年）

こばやし ひびき

開催！
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こ
の
補
助
金
は
、
移
住
者
の
方
の
改
修

工
事
費
か
。

　 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
町
外
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
、
ま
た
、
移
住

さ
れ
て
か
ら
１
年
以
内
の
方
を
対
象
に
し
た

補
助
金
。購
入
ま
た
は
賃
貸
で
借
り
ら
れ
た

空
き
家
の
物
件
を
改
修
す
る
た
め
の
も
の

で
、
補
助
の
上
限
は
50
万
円
で
あ
る
。令
和

４
年
度
は
２
件
が
対
象
と
な
っ
た
。

　 

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
通
信
料
預
か
り
金

18
万
５
３
５
０
円
の
内
容
は
。

　 

新
田 

教
育
次
長

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い
家
庭
の
児

童
・
生
徒
の
た
め
に
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を

整
備
し
て
貸
し
出
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て
い
る
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の
保

護
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学
校
施
設
の
う
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ト
イ
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式
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動
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な
ど
の
工
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行
っ
て
い
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が
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ど
も
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応
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ど
う
か
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教
育
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イ
レ
改
修
は

西
中 

純
一 

議
員

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
通
信
料
と
は

居
樹
　
豊 

議
員

い
き
い
き
長
寿
表
彰
制
度
の

見
直
し
を

山
本
　
稔 

議
員

車
検
費
用
は
適
正
か

質
疑
と
答
弁

本
会
議
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
質
疑
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

広
瀬 

正
男 

議
員

空
き
家
改
修
補
助
金
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０
０
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こ
の
補
助
金
は
、
移
住
者
の
方
の
改
修

工
事
費
か
。

　 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
町
外
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
、
ま
た
、
移
住

さ
れ
て
か
ら
１
年
以
内
の
方
を
対
象
に
し
た

補
助
金
。購
入
ま
た
は
賃
貸
で
借
り
ら
れ
た

空
き
家
の
物
件
を
改
修
す
る
た
め
の
も
の

で
、
補
助
の
上
限
は
50
万
円
で
あ
る
。令
和

４
年
度
は
２
件
が
対
象
と
な
っ
た
。

　 

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
通
信
料
預
か
り
金

18
万
５
３
５
０
円
の
内
容
は
。

　 
新
田 

教
育
次
長

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い
家
庭
の
児

童
・
生
徒
の
た
め
に
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を

整
備
し
て
貸
し
出
し
を
し
て
い
る
。そ
の
保

護
者
負
担
分
で
あ
る
。

　 

学
校
施
設
の
う
ち
、
ト
イ
レ
の
床
の
乾

式
化
、洋
式
化
、自
動
水
栓
な
ど
の
工
事
を

行
っ
て
い
る
が
、子
ど
も
の
反
応
は
ど
う
か
。

　 

徳
永 

教
育
長

　
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
す
す
め
る
こ
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で
、

家
庭
で
の
生
活
が
そ
の
ま
ま
学
校
生
活
で

も
同
じ
生
活
と
な
っ
て
、非
常
に
快
適
で
、学

校
生
活
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る
。

　
障
が
い
が
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て

の
子
ど
も
が
同
じ
教
育
の
場
で
、
生
活
す
る

上
で
非
常
に
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義
が
あ
る
と
思
う
。

　 

介
護
予
防
の
啓
発
な
ど
に
貢
献
し
て

き
た
高
齢
者
に
対
す
る
記
念
品
の
額
の
引

き
上
げ
や
、
対
象
年
齢
の
引
き
下
げ
等
の

見
直
し
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　 

万
代 

民
生
福
祉
部
長

　
こ
の
制
度
は
、平
成
25
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
て
、見
直
し
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　 

公
用
車
の
車
検
費
用
の
内
容
と
、
車
両

管
理
責
任
者
は
い
る
の
か
。

　 

永
宗 

総
務
部
長

　
特
殊
車
両
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
は
町
内
業

者
の
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
受
け
て
い
る
。ま
た
、

一
般
車
両
は
町
内
業
者
に
ほ
ぼ
均
等
に
割
り

振
っ
て
い
る
。

　
車
両
管
理
は
各
課
で
行
っ
て
い
て
、
車
検

単
価
の
詳
細
な
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析
は
し
て
な
い
が
、
妥
当

な
金
額
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求
で
あ
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こ
と
を
確
認
し
、
支
払

い
を
行
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る
。
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ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
検
査
委
託
料
に
つ

い
て
、対
象
は
全
職
員
な
の
か
。ま
た
、い
つ

頃
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　 

正
職
員
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
合

わ
せ
た
全
職
員
を
対
象
に
年
１
回
実
施
し

て
い
る
。検
査
結
果
は
そ
れ
ぞ
れ
職
員
本
人

に
通
知
さ
れ
、
高
ス
ト
レ
ス
で
あ
る
と
の
診

断
が
出
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
の

受
診
や
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
の
受
診
勧
奨
を

行
っ
て
い
る
。

　 

お
試
し
住
宅
家
賃
に
関
連
し
て
、実
際

に
お
試
し
を
行
っ
た
方
の
そ
の
後
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

令
和
４
年
度
の
利
用
実
績
は
15
件
で
、

そ
の
う
ち
町
内
に
移
住
さ
れ
た
の
は
３
組
６

名
で
あ
る
。今
後
も
、
少
し
で
も
移
住
に
結

び
つ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　 

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
に
つ
い
て
、

公
開
し
て
い
る
価
格
が
一
般
市
場
価
格
よ

り
高
い
よ
う
だ
が
、
売
り
出
し
価
格
等
は

不
動
産
業
者
に
よ
り
検
討
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
が
、
一
般
よ
り
高
い
と
の
認
識
は
あ

る
の
か
。

　 

こ
の
制
度
は
空
き
家
の
利
活
用
に
困
ら

れ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
町
が
不
動
産
業
者

と
の
仲
介
を
す
る
業
務
で
あ
る
。申
請
が
出

る
と
不
動
産
会
社
複
数
社
を
招
い
た
下
見

会
を
行
い
、所
有
者
が
不
動
産
業
者
を
決
め
、

そ
の
後
販
売
価
格
や
賃
貸
料
の
金
額
も
決

定
し
て
い
る
。な
お
、
町
か
ら
は
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　 

辺
地
の
整
備
計
画
に
お
け
る
辺
地
の
指

定
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。中
心
部

か
ら
の
距
離
や
学
校
の
有
無
な
ど
に
よ
り

指
定
を
受
け
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
昨

年
度
ま
で
に
何
区
指
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　 

辺
地
は
、
区
か
ら
の
申
し
入
れ
で
は
な

く
、
町
が
毎
年
辺
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

要
件
は
、
集
落
に
50
人
以
上
い
る
区
域
で
、

区
域
内
の
１
坪
当
た
り
の
宅
地
価
格
が一
番

高
い
と
こ
ろ
を
中
心
地
に
設
定
し
て
、
公
共

施
設
等
へ
の
距
離
な
ど
の
点
数
化
に
よ
り

指
定
さ
れ
て
い
る
。町
内
17
地
区
が
指
定
さ

れ
て
い
て
、
行
政
区
だ
け
で
は
な
く
小
さ
な

集
落
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
設
置
し
て

い
る
が
、こ
ど
も
家
庭
庁
が
提
唱
す
る
、こ

ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
参

加
を
宣
言
す
る
意
向
は
あ
る
の
か
。

　 

何
か
新
し
い
事
業
を
行
う
と
き
で
な
い

と
、
有
名
無
実
に
な
る
た
め
、
令
和
６
年
度

へ
向
け
て
新
し
い
事
業
を
計
画
し
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
宣
言
を
行
い
た
い
。

　 

地
域
農
業
再
生
協
議
会
補
助
金
の
内

容
は
。

　 

こ
れ
は
農
業
の
生
産
に
関
わ
る
補
助
金

で
、
米
の
生
産
調
整
な
ど
農
家
の
営
農
計

画
の
取
り
ま
と
め
や
、
事
業
の
推
進
に
係
る

事
務
費
等
に
、国
か
ら
町
に
補
助
金
が
交
付

さ
れ
、協
議
会
へ
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

令
和
４
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定

厚
生
産
業

常
任
委
員
会

「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
」を

国
に
求
め
る
請
願

令
和
４
年
度
和
気
町
一
般
会
計

決
算
認
定

委
員
長
報
告

和
気
町
議
会
に
は
、２
つ
の
常
任
委
員
会
と
１
つ
の
特
別
委
員
会
が
あ
り
、

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、特
に
詳
し
く
審
議
し
ま
す
。

　
今
の
時
代
に
生
き
る
私
た
ち
大
人
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
学

校
や
教
育
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。子
ど

も
た
ち
や
教
育
に
関
す
る
こ
と
は
採
択

し
て
ほ
し
い
。

委
員
か
ら
の
意
見

その１

その2

質
問
や
答
弁
の
様
子
を
動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。く
わ
し
く
は
こ
ち
ら
！

その3

　 

診
療
日
数
が
増
え
た
の
に
な
ぜ
外
来

収
入
が
減
っ
た
の
か
。

　 

竹
内 

住
民
課
長

　
一
日
の
患
者
数
が
伸
び
て
い
な
い
。ま
た
、

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
収
入
が
減
っ
た
た
め
、
減

額
に
な
っ
て
い
る
。

　 

農
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー
の
調
査
委
託

料
６
２
９
万
円
に
つ
い
て
、
佐
伯
地
域
の

振
興
に
対
し
て
あ
る
程
度
責
任
を
も
っ
て

や
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど

う
い
う
意
義
が
あ
る
か
。

　 
岡 
産
業
振
興
課
長

　
こ
の
事
業
の
構
想
案
と
し
て
、
佐
伯
地

域
へ
の
新
た
な
賑
わ
い
や
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
観
光
拠
点
づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
い
る
。町
や
地
元
産
の
農
産
物
や

特
産
物
の
販
売
、
隣
接
し
て
い
る
片
鉄
ロ
マ

ン
街
道
や
天
神
山
登
山
道
な
ど
の
地
域
の

名
所
を
生
か
し
た
観
光
情
報
の
発
信
、
さ

ら
に
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
魅
力

を
創
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
の
意
向
も
盛
り
込
み
、
特
色
あ
る

事
業
が
行
え
る
よ
う
、
基
本
計
画
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　 

集
落
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
、上
限
20
万
円
で
、事
業
費

の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
事
業
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
。

　 

河
野 

危
機
管
理
室
長

　
本
事
業
は
、
犯
罪
を
防
止
す
る
目
的
で
、

不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
す
る
道
路
、
公

園
、駐
車
場
な
ど
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

区
長
の
要
望
に
応
じ
て
設
置
を
す
る
新
た

な
項
目
で
、
10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

西
中 
純
一 

議
員

日
笠
診
療
所
の
診
療
日
数
は

居
樹
　
豊 

議
員

集
落
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

事
業
の
内
容
は

西
中 

純
一 

議
員

産
業
振
興
施
設
整
備
事
業

基
本
計
画
作
成
業
務
と
は

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
決
算
認
定

日笠診療所
診療期日　月曜日から金曜日（9:00～12:00）

岩戸区天瀬のお試し住宅

産業振興施設の整備計画予定地の岩戸区河本地内

岡山県の事業で整備された
本庁舎１階相談室

令和４年度に設置した防犯カメラ
（駅南駐車場内）
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ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
検
査
委
託
料
に
つ

い
て
、対
象
は
全
職
員
な
の
か
。ま
た
、い
つ

頃
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　 

正
職
員
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
合

わ
せ
た
全
職
員
を
対
象
に
年
１
回
実
施
し

て
い
る
。検
査
結
果
は
そ
れ
ぞ
れ
職
員
本
人

に
通
知
さ
れ
、
高
ス
ト
レ
ス
で
あ
る
と
の
診

断
が
出
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
の

受
診
や
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
の
受
診
勧
奨
を

行
っ
て
い
る
。

　 

お
試
し
住
宅
家
賃
に
関
連
し
て
、実
際

に
お
試
し
を
行
っ
た
方
の
そ
の
後
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

令
和
４
年
度
の
利
用
実
績
は
15
件
で
、

そ
の
う
ち
町
内
に
移
住
さ
れ
た
の
は
３
組
６

名
で
あ
る
。今
後
も
、
少
し
で
も
移
住
に
結

び
つ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　 

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
に
つ
い
て
、

公
開
し
て
い
る
価
格
が
一
般
市
場
価
格
よ

り
高
い
よ
う
だ
が
、
売
り
出
し
価
格
等
は

不
動
産
業
者
に
よ
り
検
討
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
が
、
一
般
よ
り
高
い
と
の
認
識
は
あ

る
の
か
。

　 
こ
の
制
度
は
空
き
家
の
利
活
用
に
困
ら

れ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
町
が
不
動
産
業
者

と
の
仲
介
を
す
る
業
務
で
あ
る
。申
請
が
出

る
と
不
動
産
会
社
複
数
社
を
招
い
た
下
見

会
を
行
い
、所
有
者
が
不
動
産
業
者
を
決
め
、

そ
の
後
販
売
価
格
や
賃
貸
料
の
金
額
も
決

定
し
て
い
る
。な
お
、
町
か
ら
は
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　 

辺
地
の
整
備
計
画
に
お
け
る
辺
地
の
指

定
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。中
心
部

か
ら
の
距
離
や
学
校
の
有
無
な
ど
に
よ
り

指
定
を
受
け
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
昨

年
度
ま
で
に
何
区
指
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　 

辺
地
は
、
区
か
ら
の
申
し
入
れ
で
は
な

く
、
町
が
毎
年
辺
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

要
件
は
、
集
落
に
50
人
以
上
い
る
区
域
で
、

区
域
内
の
１
坪
当
た
り
の
宅
地
価
格
が一
番

高
い
と
こ
ろ
を
中
心
地
に
設
定
し
て
、
公
共

施
設
等
へ
の
距
離
な
ど
の
点
数
化
に
よ
り

指
定
さ
れ
て
い
る
。町
内
17
地
区
が
指
定
さ

れ
て
い
て
、
行
政
区
だ
け
で
は
な
く
小
さ
な

集
落
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
設
置
し
て

い
る
が
、こ
ど
も
家
庭
庁
が
提
唱
す
る
、こ

ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
参

加
を
宣
言
す
る
意
向
は
あ
る
の
か
。

　 

何
か
新
し
い
事
業
を
行
う
と
き
で
な
い

と
、
有
名
無
実
に
な
る
た
め
、
令
和
６
年
度

へ
向
け
て
新
し
い
事
業
を
計
画
し
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
宣
言
を
行
い
た
い
。

　 

地
域
農
業
再
生
協
議
会
補
助
金
の
内

容
は
。

　 

こ
れ
は
農
業
の
生
産
に
関
わ
る
補
助
金

で
、
米
の
生
産
調
整
な
ど
農
家
の
営
農
計

画
の
取
り
ま
と
め
や
、
事
業
の
推
進
に
係
る

事
務
費
等
に
、国
か
ら
町
に
補
助
金
が
交
付

さ
れ
、協
議
会
へ
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

令
和
４
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定

厚
生
産
業

常
任
委
員
会

「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
」を

国
に
求
め
る
請
願

令
和
４
年
度
和
気
町
一
般
会
計

決
算
認
定

委
員
長
報
告

和
気
町
議
会
に
は
、２
つ
の
常
任
委
員
会
と
１
つ
の
特
別
委
員
会
が
あ
り
、

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、特
に
詳
し
く
審
議
し
ま
す
。

　
今
の
時
代
に
生
き
る
私
た
ち
大
人
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
学

校
や
教
育
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。子
ど

も
た
ち
や
教
育
に
関
す
る
こ
と
は
採
択

し
て
ほ
し
い
。

委
員
か
ら
の
意
見

その１

その2

質
問
や
答
弁
の
様
子
を
動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。く
わ
し
く
は
こ
ち
ら
！

その3

　 

診
療
日
数
が
増
え
た
の
に
な
ぜ
外
来

収
入
が
減
っ
た
の
か
。

　 

竹
内 

住
民
課
長

　
一
日
の
患
者
数
が
伸
び
て
い
な
い
。ま
た
、

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
収
入
が
減
っ
た
た
め
、
減

額
に
な
っ
て
い
る
。

　 

農
産
物
直
売
コ
ー
ナ
ー
の
調
査
委
託

料
６
２
９
万
円
に
つ
い
て
、
佐
伯
地
域
の

振
興
に
対
し
て
あ
る
程
度
責
任
を
も
っ
て

や
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど

う
い
う
意
義
が
あ
る
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
こ
の
事
業
の
構
想
案
と
し
て
、
佐
伯
地

域
へ
の
新
た
な
賑
わ
い
や
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
観
光
拠
点
づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
い
る
。町
や
地
元
産
の
農
産
物
や

特
産
物
の
販
売
、
隣
接
し
て
い
る
片
鉄
ロ
マ

ン
街
道
や
天
神
山
登
山
道
な
ど
の
地
域
の

名
所
を
生
か
し
た
観
光
情
報
の
発
信
、
さ

ら
に
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
魅
力

を
創
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
の
意
向
も
盛
り
込
み
、
特
色
あ
る

事
業
が
行
え
る
よ
う
、
基
本
計
画
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　 

集
落
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
、上
限
20
万
円
で
、事
業
費

の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
事
業
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
。

　 

河
野 

危
機
管
理
室
長

　
本
事
業
は
、
犯
罪
を
防
止
す
る
目
的
で
、

不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
す
る
道
路
、
公

園
、駐
車
場
な
ど
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

区
長
の
要
望
に
応
じ
て
設
置
を
す
る
新
た

な
項
目
で
、
10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

西
中 

純
一 

議
員

日
笠
診
療
所
の
診
療
日
数
は

居
樹
　
豊 

議
員

集
落
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

事
業
の
内
容
は

西
中 

純
一 

議
員

産
業
振
興
施
設
整
備
事
業

基
本
計
画
作
成
業
務
と
は

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
決
算
認
定

日笠診療所
診療期日　月曜日から金曜日（9:00～12:00）

岩戸区天瀬のお試し住宅

産業振興施設の整備計画予定地の岩戸区河本地内

岡山県の事業で整備された
本庁舎１階相談室

令和４年度に設置した防犯カメラ
（駅南駐車場内）
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従
来
型
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を

国
に
要
請
す
る
こ
と
の
請
願
書

　
保
険
証
の
件
で
、
医
療
機
関
も
ト
ラ

ブ
ル
で
困
っ
て
い
る
。来
年
の
10
月
ま
で

に
エ
ラ
ー
が
な
く
な
れ
ば
よ
い
が
、
エ
ラ
ー

を
防
ぐ
た
め
に
健
康
保
険
証
も
存
続
し

て
や
っ
て
い
け
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

採
択
で
お
願
い
し
た
い
。

委
員
か
ら
の
意
見

　 

令
和
２
年
度
か
ら
４
年
計
画
で
行
わ

れ
て
い
る
す
も
も
園
の
木
の
更
新
事
業
に

つ
い
て
、事
業
の
詳
細
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。植
え
替
え
後
の
収
入
に
つ
い
て
、
収

益
や
売
り
上
げ
の
予
測
は
で
き
て
い
て
、

今
後
の
経
費
は
管
理
料
だ
け
で
済
む
の
か

な
ど
、
方
向
性
に
つ
い
て
も
議
論
し
て
い

く
べ
き
で
は
。

　 

更
新
後
の
収
益
に
つ
い
て
は
現
在
精
査

中
で
あ
る
が
、
来
年
度
か
ら
収
益
は
上
が
っ

て
く
る
。順
次
、
す
も
も
の
収
穫
量
も
増
え

て
く
る
だ
ろ
う
が
、
方
向
性
に
つ
い
て
は
説

明
し
て
い
き
た
い
。

　 

藤
公
園
の
樹
木
に
つ
い
て
、
相
当
年
数

が
経
っ
て
い
る
が
、
樹
木
本
体
や
周
辺
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
今
後
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
。

　 

藤
公
園
は
平
成
元
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
、
30
数
年
が
経
過
し
て
い
る
。藤
の
木
も

老
朽
化
な
ど
傷
み
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
状

況
だ
。今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
技
術
的
な

こ
と
も
踏
ま
え
て
、関
係
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　 
※１
不
納
欠
損
額
１
４
３
２
万
３
４
２
９

円
に
つ
い
て
、
処
分
し
た
理
由
や
対
象
者

の
人
数
は
。

　 

対
象
は
74
名
分
で
、
地
方
税
法
の
消
滅

時
効
の
規
定
に
よ
り
不
納
欠
損
し
た
も
の

で
あ
る
。対
象
者
の
財
産
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
支
払
い
が
で
き
な
い
滞
納
者
や
居
所
不

明
等
に
よ
り
、督
促
や
催
促
書
が
送
達
で
き

な
い
滞
納
者
が
処
分
の
対
象
者
で
あ
る
。

　 

不
納
欠
損
額
71
万
７
９
６
５
円
に
つ
い

て
、
処
分
し
た
件
数
や
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　 

対
象
は
22
名
分
で
、
２
年
の
時
効
が
14

名
、
死
亡
が
４
名
、
居
所
不
明
が
４
名
で

あ
る
。

　 

以
前
農
協
と
交
換
し
た
土
地
を
町
営

で
駐
車
場
に
し
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
ど

こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　 

旧
農
協
用
地
に
あ
る
駅
前
商
店
街
駐

車
場
に
つ
い
て
、
曽
根
地
内
の
町
の
土
地
と

交
換
し
て
普
通
財
産
と
し
て
取
得
し
た
が
、

そ
の
ま
ま
駐
車
場
と
し
て
管
理
し
て
い
る
。

駐
車
料
金
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
の
土
地

建
物
貸
付
収
入
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。

　 

２
０
０
０
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
施

設
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
、
予
算
に
は
計

上
さ
れ
て
い
た
が
、
決
算
書
に
は
あ
が
っ

て
い
な
い
。事
業
は
実
施
さ
れ
た
は
ず
だ

が
、そ
の
結
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

公
共
下
水
道
事
業
ほ
か
３
つ
の
特
別
会

計
に
つ
い
て
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
公
営
企

業
会
計
に
移
行
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、
令
和

４
年
度
の
決
算
は
３
月
31
日
で
打
ち
切
り

決
算
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
関
係
費
用
に
つ

い
て
は
、令
和
５
年
度
の
決
算
書
に
記
載
さ

れ
る
。

　
耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て
は
、
耐
震
不
足

の
施
設
も
あ
っ
た
が
、
更
に
詳
し
く
耐
震
診

断
調
査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
の
改
修
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
。令
和

５
年
度
に
お
い
て
詳
し
い
調
査
を
進
め
、
令

和
６
年
度
か
ら
更
新
を
進
め
て
い
き
た
い
。

令
和
４
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定

令
和
４
年
度
駐
車
場
事
業

特
別
会
計
決
算
認
定

令
和
４
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算
認
定

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定

　 

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
、計
画
的
に
取
り
組
む
産
地

に
お
い
て
、
機
械
や
果
樹
の
資
材
に
補
助

金
を
出
す
よ
う
だ
が
、
今
回
、Ｊ
Ａ
が
関
わ

る
ブ
ド
ウ
農
家
で
町
内
の
１
名
が
対
象
で

あ
る
。こ
の
取
り
組
み
の
主
体
は
ど
こ
で
、

生
産
基
盤
を
良
く
す
る
事
業
な
の
か
、
収

益
を
あ
げ
る
た
め
の
事
業
な
の
か
。

　 

事
業
主
体
は
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
で
、岡

山
東
管
内
で
７
名
の
方
が
事
業
に
参
加
し
て

い
て
、
１
名
が
町
内
の
方
だ
。佐
伯
の
ブ
ド
ウ

部
会
で
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
る
。こ
の
事

業
の一
番
の
目
的
は
収
益
力
強
化
で
あ
る
。

　 

歳
出
決
算
額
に
占
め
る
人
件
費
に
つ
い

て
、人
件
費
比
率
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

　 

令
和
４
年
度
決
算
に
お
け
る
人
件
費
比

率
は
44
％
で
あ
る
。

　 

歳
入
に
つ
い
て
、
宿
泊
料
や
食
事
料
は

令
和
３
年
度
よ
り
か
な
り
増
加
し
て
い
る

が
、雑
入
だ
け
４
割
程
度
に
減
少
し
て
い
る
。

主
な
要
因
は
な
に
か
。

　 

令
和
３
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
時
短

要
請
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
伴
う
国
の
交
付
金

が
あ
っ
た
が
、
令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
そ
の

部
分
が
大
き
く
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　 

販
売
促
進
費
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｒ
経
費
は

歳
出
の
何
％
が
適
当
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　 

令
和
４
年
度
の
広
告
費
等
は
、
産
業
振

興
関
連
の
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
て
、
温
泉

事
業
会
計
に
は
広
告
料
の
１
万
円
の
み
の

計
上
で
あ
る
。今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改

修
な
ど
Ｐ
Ｒ
費
用
の
予
算
を
と
っ
て
進
め
て

い
き
た
い
。

　 

レ
ス
ト
ラ
ン
や
宿
泊
者
の
料
理
の
提

供
に
つ
い
て
、
原
価
率
を
考
慮
し
て
い
る

の
か
。

　 

原
価
計
算
は
行
っ
て
い
る
。現
在
は
原
材

料
費
の
見
直
し
を
進
め
て
い
て
、
原
価
率
を

少
し
で
も
下
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。量

や
質
を
落
と
さ
ず
、
値
段
を
上
げ
な
い
よ
う

に
や
っ
て
い
る
。

　 

客
室
の
稼
働
率
に
つ
い
て
、50
％
を
超

え
る
程
度
だ
と
思
わ
れ
る
が
、客
室
平
均

単
価×

客
室
稼
働
率
の
数
字
を
上
げ
て
い
く

の
が
ホ
テ
ル
業
界
の
通
例
で
あ
る
が
、そ
の

当
た
り
の
や
り
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

令
和
４
年
度
の
客
室
稼
働
率
は
53
・
８
％

で
、
１
日
当
た
り
16
・
６
室
で
あ
る
。改
善
計

画
で
の
目
標
は
63
・
５
％
で
、
１
日
当
た
り

19
室
程
度
埋
ま
れ
ば
黒
字
に
転
換
し
て
い
く
。

　 

客
室
の
改
修
は
長
年
の
課
題
で
あ
り
、畳
の

部
屋
も
現
在
の
生
活
様
式
に
そ
ぐ
わ
な
い
。予

算
と
の
関
係
も
あ
っ
て
改
修
に
踏
み
込
め
て
い

な
い
が
、議
会
に
も
相
談
し
、進
め
て
い
き
た
い
。その1

本
議
会
の
様
子
を
動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。く
わ
し
く
は
こ
ち
ら
！

　
人
件
費
の
比
率
が
40
％
も
あ
る
と
商
売

に
な
ら
な
い
。町
営
だ
か
ら
や
れ
る
の
で

あ
っ
て
、民
間
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
。議

会
と
し
て
も
鵜
飼
谷
温
泉
を
存
続
さ
せ
た

い
し
、
も
っ
と
良
い
施
設
に
し
て
た
く
さ
ん

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
考
え
方
で
行
わ
ず
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

委
員
か
ら
の
意
見

植え替え作業が進む「室原すもも園」

町が所有する駅前商店街駐車場

法事 会席 秋 会席

和
気
鵜
飼
谷
温
泉

レ
ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介

※1　不納欠損額
既に納入通知された歳入で、徴収
できないと認定されたもの。
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従
来
型
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を

国
に
要
請
す
る
こ
と
の
請
願
書

　
保
険
証
の
件
で
、
医
療
機
関
も
ト
ラ

ブ
ル
で
困
っ
て
い
る
。来
年
の
10
月
ま
で

に
エ
ラ
ー
が
な
く
な
れ
ば
よ
い
が
、
エ
ラ
ー

を
防
ぐ
た
め
に
健
康
保
険
証
も
存
続
し

て
や
っ
て
い
け
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

採
択
で
お
願
い
し
た
い
。

委
員
か
ら
の
意
見

　 

令
和
２
年
度
か
ら
４
年
計
画
で
行
わ

れ
て
い
る
す
も
も
園
の
木
の
更
新
事
業
に

つ
い
て
、事
業
の
詳
細
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。植
え
替
え
後
の
収
入
に
つ
い
て
、
収

益
や
売
り
上
げ
の
予
測
は
で
き
て
い
て
、

今
後
の
経
費
は
管
理
料
だ
け
で
済
む
の
か

な
ど
、
方
向
性
に
つ
い
て
も
議
論
し
て
い

く
べ
き
で
は
。

　 

更
新
後
の
収
益
に
つ
い
て
は
現
在
精
査

中
で
あ
る
が
、
来
年
度
か
ら
収
益
は
上
が
っ

て
く
る
。順
次
、
す
も
も
の
収
穫
量
も
増
え

て
く
る
だ
ろ
う
が
、
方
向
性
に
つ
い
て
は
説

明
し
て
い
き
た
い
。

　 

藤
公
園
の
樹
木
に
つ
い
て
、
相
当
年
数

が
経
っ
て
い
る
が
、
樹
木
本
体
や
周
辺
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
今
後
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
。

　 

藤
公
園
は
平
成
元
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
、
30
数
年
が
経
過
し
て
い
る
。藤
の
木
も

老
朽
化
な
ど
傷
み
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
状

況
だ
。今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
技
術
的
な

こ
と
も
踏
ま
え
て
、関
係
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　 

※１
不
納
欠
損
額
１
４
３
２
万
３
４
２
９

円
に
つ
い
て
、
処
分
し
た
理
由
や
対
象
者

の
人
数
は
。

　 

対
象
は
74
名
分
で
、
地
方
税
法
の
消
滅

時
効
の
規
定
に
よ
り
不
納
欠
損
し
た
も
の

で
あ
る
。対
象
者
の
財
産
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
支
払
い
が
で
き
な
い
滞
納
者
や
居
所
不

明
等
に
よ
り
、督
促
や
催
促
書
が
送
達
で
き

な
い
滞
納
者
が
処
分
の
対
象
者
で
あ
る
。

　 

不
納
欠
損
額
71
万
７
９
６
５
円
に
つ
い

て
、
処
分
し
た
件
数
や
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　 

対
象
は
22
名
分
で
、
２
年
の
時
効
が
14

名
、
死
亡
が
４
名
、
居
所
不
明
が
４
名
で

あ
る
。

　 

以
前
農
協
と
交
換
し
た
土
地
を
町
営

で
駐
車
場
に
し
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
ど

こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　 

旧
農
協
用
地
に
あ
る
駅
前
商
店
街
駐

車
場
に
つ
い
て
、
曽
根
地
内
の
町
の
土
地
と

交
換
し
て
普
通
財
産
と
し
て
取
得
し
た
が
、

そ
の
ま
ま
駐
車
場
と
し
て
管
理
し
て
い
る
。

駐
車
料
金
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
の
土
地

建
物
貸
付
収
入
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。

　 

２
０
０
０
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
施

設
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
、
予
算
に
は
計

上
さ
れ
て
い
た
が
、
決
算
書
に
は
あ
が
っ

て
い
な
い
。事
業
は
実
施
さ
れ
た
は
ず
だ

が
、そ
の
結
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

公
共
下
水
道
事
業
ほ
か
３
つ
の
特
別
会

計
に
つ
い
て
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
公
営
企

業
会
計
に
移
行
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、
令
和

４
年
度
の
決
算
は
３
月
31
日
で
打
ち
切
り

決
算
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
関
係
費
用
に
つ

い
て
は
、令
和
５
年
度
の
決
算
書
に
記
載
さ

れ
る
。

　
耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て
は
、
耐
震
不
足

の
施
設
も
あ
っ
た
が
、
更
に
詳
し
く
耐
震
診

断
調
査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
の
改
修
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
。令
和

５
年
度
に
お
い
て
詳
し
い
調
査
を
進
め
、
令

和
６
年
度
か
ら
更
新
を
進
め
て
い
き
た
い
。

令
和
４
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定

令
和
４
年
度
駐
車
場
事
業

特
別
会
計
決
算
認
定

令
和
４
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算
認
定

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定

　 

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
、計
画
的
に
取
り
組
む
産
地

に
お
い
て
、
機
械
や
果
樹
の
資
材
に
補
助

金
を
出
す
よ
う
だ
が
、
今
回
、Ｊ
Ａ
が
関
わ

る
ブ
ド
ウ
農
家
で
町
内
の
１
名
が
対
象
で

あ
る
。こ
の
取
り
組
み
の
主
体
は
ど
こ
で
、

生
産
基
盤
を
良
く
す
る
事
業
な
の
か
、
収

益
を
あ
げ
る
た
め
の
事
業
な
の
か
。

　 

事
業
主
体
は
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
で
、岡

山
東
管
内
で
７
名
の
方
が
事
業
に
参
加
し
て

い
て
、
１
名
が
町
内
の
方
だ
。佐
伯
の
ブ
ド
ウ

部
会
で
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
る
。こ
の
事

業
の一
番
の
目
的
は
収
益
力
強
化
で
あ
る
。

　 

歳
出
決
算
額
に
占
め
る
人
件
費
に
つ
い

て
、人
件
費
比
率
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

　 

令
和
４
年
度
決
算
に
お
け
る
人
件
費
比

率
は
44
％
で
あ
る
。

　 
歳
入
に
つ
い
て
、
宿
泊
料
や
食
事
料
は

令
和
３
年
度
よ
り
か
な
り
増
加
し
て
い
る

が
、雑
入
だ
け
４
割
程
度
に
減
少
し
て
い
る
。

主
な
要
因
は
な
に
か
。

　 

令
和
３
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
時
短

要
請
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
伴
う
国
の
交
付
金

が
あ
っ
た
が
、
令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
そ
の

部
分
が
大
き
く
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　 

販
売
促
進
費
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｒ
経
費
は

歳
出
の
何
％
が
適
当
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　 

令
和
４
年
度
の
広
告
費
等
は
、
産
業
振

興
関
連
の
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
て
、
温
泉

事
業
会
計
に
は
広
告
料
の
１
万
円
の
み
の

計
上
で
あ
る
。今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改

修
な
ど
Ｐ
Ｒ
費
用
の
予
算
を
と
っ
て
進
め
て

い
き
た
い
。

　 

レ
ス
ト
ラ
ン
や
宿
泊
者
の
料
理
の
提

供
に
つ
い
て
、
原
価
率
を
考
慮
し
て
い
る

の
か
。

　 

原
価
計
算
は
行
っ
て
い
る
。現
在
は
原
材

料
費
の
見
直
し
を
進
め
て
い
て
、
原
価
率
を

少
し
で
も
下
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。量

や
質
を
落
と
さ
ず
、
値
段
を
上
げ
な
い
よ
う

に
や
っ
て
い
る
。

　 

客
室
の
稼
働
率
に
つ
い
て
、50
％
を
超

え
る
程
度
だ
と
思
わ
れ
る
が
、客
室
平
均

単
価×

客
室
稼
働
率
の
数
字
を
上
げ
て
い
く

の
が
ホ
テ
ル
業
界
の
通
例
で
あ
る
が
、そ
の

当
た
り
の
や
り
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　 

令
和
４
年
度
の
客
室
稼
働
率
は
53
・
８
％

で
、
１
日
当
た
り
16
・
６
室
で
あ
る
。改
善
計

画
で
の
目
標
は
63
・
５
％
で
、
１
日
当
た
り

19
室
程
度
埋
ま
れ
ば
黒
字
に
転
換
し
て
い
く
。

　 

客
室
の
改
修
は
長
年
の
課
題
で
あ
り
、畳
の

部
屋
も
現
在
の
生
活
様
式
に
そ
ぐ
わ
な
い
。予

算
と
の
関
係
も
あ
っ
て
改
修
に
踏
み
込
め
て
い

な
い
が
、議
会
に
も
相
談
し
、進
め
て
い
き
た
い
。その1

本
議
会
の
様
子
を
動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。く
わ
し
く
は
こ
ち
ら
！

　
人
件
費
の
比
率
が
40
％
も
あ
る
と
商
売

に
な
ら
な
い
。町
営
だ
か
ら
や
れ
る
の
で

あ
っ
て
、民
間
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
。議

会
と
し
て
も
鵜
飼
谷
温
泉
を
存
続
さ
せ
た

い
し
、
も
っ
と
良
い
施
設
に
し
て
た
く
さ
ん

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
考
え
方
で
行
わ
ず
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

委
員
か
ら
の
意
見

植え替え作業が進む「室原すもも園」

町が所有する駅前商店街駐車場
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飼
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温
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ト
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メ
ニ
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ー
の
紹
介
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できないと認定されたもの。
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　河
野 

危
機
管
理
室
長

　
令
和
４
年
度
、
岡
山
県
の
自
転
車
事
故

に
よ
る
死
者
は
全
員
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

て
い
な
か
っ
た
。現
時
点
で
は
購
入
補
助
は

考
え
て
い
な
い
が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
大
切
さ
や

安
全
性
、
命
を
守
る
こ
と
の
必
要
性
を
今

ま
で
以
上
に
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

  

　河
野 

危
機
管
理
室
長

　
現
在
、岡
山
県
内
６
市
２
町
１
村
が
取

り
組
ん
で
い
る
。和
気
町
と
し
て
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
必
ず
着
用
す
る
よ
う
啓
発
し
、

そ
の
後
、
他
自
治
体
の
取
り
組
み
を
踏
ま

え
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　  

①
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
調
査
は
。

  

　②
相
談
す
る
専
用
窓
口
は
。

　  

当
事
者
や
家
族
と
つ
な
が
り
続
け

る
伴
走
型
の
支
援
に
つ
い
て
和
気
町
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。総
社
市

の
先
進
的
取
り
組
み
を
研
究
し
て
は
。

　  ①備蓄品の一覧は。
  　②モデル地区の取り組みを共有する仕組みは。
  　③ペットを連れての避難は。

　  

松
田 

健
康
福
祉
課
長

①
令
和
４
年
度
は
49
人
。

②
専
用
窓
口
は
な
い
。年
齢
や
障
が
い
の

有
無
な
ど
、相
談
者
の
状
況
や
相
談

内
容
に
よ
っ
て
窓
口
が
分
か
れ
て
い
る
。

 

　  

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
総
社
市
に
何

度
か
話
を
聞
き
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
進

め
て
い
こ
う
と
体
制
を
整
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
町
で
は
相
談
窓
口
の
周
知
、

対
応
に
あ
た
る
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
当

事
者
会
や
家
族
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
、

先
進
的
な
取
り
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

　  

太
田 

町
長

　
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は
早
急
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
各
団
体
と
も
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

一般質問
〈一般質問とは〉

ズバリ！

一般質問とは、議員が和気町の事務の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
執行機関（町）に求め、適切な町政運営を進めているか議員がチェックするものです。
一般質問は一問一答方式で行われ、質問時間は質問・答弁を合わせて４０分間です。

議会だよりでは、議員本人が執筆（要約）したものを掲載しています。
９月議会定例会では９人の議員が質問しました。

山田 浩子議員

• 自転車用ヘルメット購入費の助成は
• ひきこもり対策は
• 防災対策は

山田 浩子

PAGE
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居樹　豊議員
PAGE
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從野　勝議員

• 産業振興施設の計画は
• 学校長寿命化計画に佐伯小学校も含まれて

いるのか
• 町職員の指導は誰がどのように行っているのか

PAGE
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山野 英里議員

• にこにこ園、学校におけるユニバーサル
デザインと合理的配慮は

• 公共施設への生理用ナプキン設置は

PAGE
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我澤 隆司議員

• 片鉄ロマン街道を中心にした、
 人にやさしい町づくりはできないか
• 大災害時に迅速に対応するために
 災害対策基金を設けることはできないか
• 藤公園の支柱、美しい森の木製遊具の劣化

への対応は

PAGE
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神﨑 良一議員

• バイオマス発電事業推進の本町の考えは
• 公用車入札と車検の関係は

PAGE
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山本　稔議員

• 今後の観光振興は
• ゲートボール場の今後は
• 佐伯ストアーの今後は

PAGE
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西中 純一議員

• 経営改善計画の実行計画はできているか
• 町営バスの運行計画の変更は 
• 第９期介護保険事業計画は 
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山本 泰正議員

• 人口減に伴う行政組織の統廃合は
• 消防団員の減員対策は
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自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
の
助
成
は

ま
ず
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を

啓
発
し
て
い
く

ひ
き
こ
も
り
対
策
は

山田浩子議員の
一般質問動画は
こちらから→ ここが気になる！

• どうする来年度予算
• 米飯給食と子どもの健康保持推進を
• 一人暮らし世帯の見守り体制の強化を

防災対策は

  　
　  河野 危機管理室長
①町内には９９か所の避難所がある。これまでトイレ
の洋式化、発電機や投光器、Ｗｉ-Ｆｉなどの整備、
折り畳み式ベッドやプライベートルームなどの購
入を行い、各施設の環境整備や設備の充実を
図ってきた。今後も誰もが安心して過ごせる避難
所を目指し、取り組みを続けていきたい。

②南海トラフ地震の被害想定を基にした和気町備
蓄計画を平成２９年に策定し、計画的に購入を
行っている。想定避難者４７８人と、帰宅困難者、
応急対策要員などを合わせた人数の３日分の備
蓄がある。

③災害時に迅速に開設できるよう体制を整備して

いる。指定避難所と災害対策本部をウェブ会議シ
ステムでつなぐ通信訓練を定期的に行っている。
今後も岡山県などと協力し、訓練には積極的に取
り組んでいく。

　  河野 危機管理室長
①一覧表は作成している。公表していく。
②県のモデル事業として、田ケ原区、宮田区で取
り組んだ。コロナ禍で町内に広げる取り組みがで
きていなかったので、これから広げていけるよう計
画している。

③ペットを連れて避難するのは構わない。

和気中学校防災倉庫

　  

和
気
町
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
向

上
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、ま
た
購
入

費
の
助
成
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　  

助
成
金
を
出
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
が
。

①避難場所の整備状況は。
②各避難所の備蓄品の種類や数量などは。
③指定避難場所における開設訓練や防災    

訓練の取り組みは。
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　河
野 
危
機
管
理
室
長

　
令
和
４
年
度
、
岡
山
県
の
自
転
車
事
故

に
よ
る
死
者
は
全
員
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

て
い
な
か
っ
た
。現
時
点
で
は
購
入
補
助
は

考
え
て
い
な
い
が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
大
切
さ
や

安
全
性
、
命
を
守
る
こ
と
の
必
要
性
を
今

ま
で
以
上
に
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

  

　河
野 

危
機
管
理
室
長

　
現
在
、岡
山
県
内
６
市
２
町
１
村
が
取

り
組
ん
で
い
る
。和
気
町
と
し
て
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
必
ず
着
用
す
る
よ
う
啓
発
し
、

そ
の
後
、
他
自
治
体
の
取
り
組
み
を
踏
ま

え
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　  

①
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
調
査
は
。

  

　②
相
談
す
る
専
用
窓
口
は
。

　  

当
事
者
や
家
族
と
つ
な
が
り
続
け

る
伴
走
型
の
支
援
に
つ
い
て
和
気
町
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。総
社
市

の
先
進
的
取
り
組
み
を
研
究
し
て
は
。

　  ①備蓄品の一覧は。
  　②モデル地区の取り組みを共有する仕組みは。
  　③ペットを連れての避難は。

　  

松
田 

健
康
福
祉
課
長

①
令
和
４
年
度
は
49
人
。

②
専
用
窓
口
は
な
い
。年
齢
や
障
が
い
の

有
無
な
ど
、相
談
者
の
状
況
や
相
談

内
容
に
よ
っ
て
窓
口
が
分
か
れ
て
い
る
。

 
　  
松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
総
社
市
に
何

度
か
話
を
聞
き
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
進

め
て
い
こ
う
と
体
制
を
整
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
町
で
は
相
談
窓
口
の
周
知
、

対
応
に
あ
た
る
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
当

事
者
会
や
家
族
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
、

先
進
的
な
取
り
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

　  

太
田 

町
長

　
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は
早
急
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
各
団
体
と
も
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

一般質問
〈一般質問とは〉

ズバリ！

一般質問とは、議員が和気町の事務の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
執行機関（町）に求め、適切な町政運営を進めているか議員がチェックするものです。
一般質問は一問一答方式で行われ、質問時間は質問・答弁を合わせて４０分間です。

議会だよりでは、議員本人が執筆（要約）したものを掲載しています。
９月議会定例会では９人の議員が質問しました。

山田 浩子議員

• 自転車用ヘルメット購入費の助成は
• ひきこもり対策は
• 防災対策は

山田 浩子
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居樹　豊議員
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從野　勝議員

• 産業振興施設の計画は
• 学校長寿命化計画に佐伯小学校も含まれて

いるのか
• 町職員の指導は誰がどのように行っているのか
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山野 英里議員

• にこにこ園、学校におけるユニバーサル
デザインと合理的配慮は

• 公共施設への生理用ナプキン設置は
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我澤 隆司議員

• 片鉄ロマン街道を中心にした、
 人にやさしい町づくりはできないか
• 大災害時に迅速に対応するために
 災害対策基金を設けることはできないか
• 藤公園の支柱、美しい森の木製遊具の劣化

への対応は
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神﨑 良一議員

• バイオマス発電事業推進の本町の考えは
• 公用車入札と車検の関係は
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山本　稔議員

• 今後の観光振興は
• ゲートボール場の今後は
• 佐伯ストアーの今後は
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西中 純一議員

• 経営改善計画の実行計画はできているか
• 町営バスの運行計画の変更は 
• 第９期介護保険事業計画は 
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山本 泰正議員

• 人口減に伴う行政組織の統廃合は
• 消防団員の減員対策は
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自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
の
助
成
は

ま
ず
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を

啓
発
し
て
い
く

ひ
き
こ
も
り
対
策
は

山田浩子議員の
一般質問動画は
こちらから→ ここが気になる！

• どうする来年度予算
• 米飯給食と子どもの健康保持推進を
• 一人暮らし世帯の見守り体制の強化を

防災対策は

  　
　  河野 危機管理室長
①町内には９９か所の避難所がある。これまでトイレ
の洋式化、発電機や投光器、Ｗｉ-Ｆｉなどの整備、
折り畳み式ベッドやプライベートルームなどの購
入を行い、各施設の環境整備や設備の充実を
図ってきた。今後も誰もが安心して過ごせる避難
所を目指し、取り組みを続けていきたい。

②南海トラフ地震の被害想定を基にした和気町備
蓄計画を平成２９年に策定し、計画的に購入を
行っている。想定避難者４７８人と、帰宅困難者、
応急対策要員などを合わせた人数の３日分の備
蓄がある。

③災害時に迅速に開設できるよう体制を整備して

いる。指定避難所と災害対策本部をウェブ会議シ
ステムでつなぐ通信訓練を定期的に行っている。
今後も岡山県などと協力し、訓練には積極的に取
り組んでいく。

　  河野 危機管理室長
①一覧表は作成している。公表していく。
②県のモデル事業として、田ケ原区、宮田区で取
り組んだ。コロナ禍で町内に広げる取り組みがで
きていなかったので、これから広げていけるよう計
画している。

③ペットを連れて避難するのは構わない。

和気中学校防災倉庫

　  

和
気
町
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
向

上
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、ま
た
購
入

費
の
助
成
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　  

助
成
金
を
出
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
が
。

①避難場所の整備状況は。
②各避難所の備蓄品の種類や数量などは。
③指定避難場所における開設訓練や防災    

訓練の取り組みは。
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從野　勝

産
業
振
興
施
設
の
計
画
は

佐
伯
地
域
の
活
性
化
、

新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
に
必
要
な
事
業
だ

從野勝議員の
一般質問動画は
こちらから→

　  

太
田 

町
長

　
令
和
６
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

基
本
的
な
考
え
方
は
継
続
し
て
い
く
が
、
４
年

目
に
あ
た
る
第
２
次
和
気
町
総
合
計
画
の
着
実

な
進
展
に
努
め
、
町
民
の
安
全
・
安
心
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
を
念
頭
に

施
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　  

太
田 

町
長

　
今
後
も
福
祉
施
策

の
充
実
を
図
り
、安
全
・

安
心
で
や
す
ら
ぎ
を
実

感
で
き
る
ま
ち
に
し
て

い
き
た
い
。

  

　　  

嶋
村 

学
校
教
育
課
長

　
本
町
の
学
校
給
食
の
主
食
は
、週
３
日

が
米
飯
で
、あ
と
２
日
は
パ
ン
と
麺
で
あ
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
子
ど
も
の
心
身
の

健
全
な
発
達
に
資
す
る
も
の
で
、重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。食
生
活
が
多
様

化
す
る
昨
今
、学
校
給
食
へ
の
期
待
や
担

う
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
、今
後
も

学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

　  

徳
永 

教
育
長

　
子
ど
も
の
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

発
達
の
た
め
、学
校
給
食
が
果
た
す
役
割

は
大
変
大
き
い
も
の
が
あ
る
。県
教
育
委

員
会
の
管
轄
す
る
部
署
と
も
情
報
共
有

し
、引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　  万代 民生福祉部長
　本町では毎年、民生委員による一人暮らし老
人等の調査を行い、情報共有を図っており、今年
度の調査では、７６７名の一人暮らしの方がいる
と把握している。また、地域包括支援センターに
おいて８０歳以上の一人暮らし世帯などを専門職
員が自宅訪問し、安否確認や健康状態などを把
握している。

　民生委員や社会福祉協議会等との見守り体
制を構築して、地域の企業や事業者との連携を図
り、支援が必要な方の早期発見に努めている。
　  今田 副町長
　多様な個人や団体による複層的な見守り活動
が重要と考えている。地域のつながりが希薄してい
る中ではあるが、サロンなどの交流活動による住民
同士の見守りがより一層重要になっている。

  　

  　徳永 教育長
　提案があった小・中一貫校について、検討が必要な教
育制度であると考えている。佐伯小学校の長寿命化改修
について、併設型の小・中一貫校として整備するのであれ
ば、今後の取り組みをどうするかが大きな課題となってくる。
地域や保護者の思いを踏まえ検討、研究を重ね、令和７年
度をひとつの区切りとし、その方向性を出していきたい。
  　太田 町長
　令和７年度までに
一定の方向を定めて、
議会に報告を行い進
めていきたい。

　  永宗 総務部長
　住民の身近で職務に従事する
町職員に対して、業務の執行や窓
口における接遇対応等について
厳しい視線が日々向けられている。
今後も規律の保持あるいは職員
指導について改めて徹底を行い、
自覚と責任を持った職員の育成に
努めていきたい。

居樹　豊

ど
う
す
る
来
年
度
予
算

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る

居樹豊議員の
一般質問動画は
こちらから→

米
飯
給
食
と
子
ど
も
の

健
康
保
持
推
進
を

学校長寿命化計画に
佐伯小学校も含まれて
いるのか町職員の指導は

誰がどのように
行っているのか

一人暮らし世帯の見守り体制の強化を

  

　今
田 

副
町
長

　
現
在
、検
討
会
を
開
催
し
て
、ど
う
い
っ
た
特
色
を

持
っ
た
施
設
に
す
る
の
か
、
何
を
目
玉
に
し
て
集
客

を
図
る
の
か
な
ど
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
の
定
例
会
に
「
基
本
計
画
作
成
業
務
」
に
係
る

補
正
予
算
を
上
程
し
て
い
る
が
、
基
本
計
画
作
成
後

は
、
計
画
内
容
に
つ
い
て
提
案
を
行
い
、
議
会
の
意
見

も
反
映
し
て
い
き
た
い
。

　  

太
田 

町
長

　
佐
伯
地
域
の
活
性
化
、
新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
に
必

要
な
事
業
で
あ
る
の
で
、
地
元
の
意
向
を
最
大
限
に
反

映
さ
せ
る
施
設
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

  

　
昨
年
の
町
政
懇
談
会
で
、約
４
年
間
休
止

し
て
い
た
道
の
駅
整
備
構
想
に
つ
い
て
、「
地

元
と
の
協
議
を
再
開
す
る
」と
町
長
か
ら
答
弁

が
あ
っ
た
。

　
こ
の
産
業
振
興
施
設
に
つ
い
て
は
、地
元
の

山
田
地
区
だ
け
で
な
く
、佐
伯
地
域
も
非
常
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
が
、町
は
ど
の
よ
う
に
佐
伯

地
域
の
振
興
を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
。

  

　
佐
伯
地
域
に
は
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
る
が
、そ
れ

以
外
に
は
店
舗
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。皆

が
く
つ
ろ
げ
る
場
所
や
佐
伯
地
域
の
農
産
物
販

売
所
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
ほ
し
い
。

　  
太
田
町
政
の
約
１
年
６
か
月
、３
つ
の

基
本
姿
勢
を
掲
げ
、手
堅
く
行
政
運
営
に
努

め
て
き
て
い
る
が
、町
民
生
活
に
と
っ
て
身

近
で
最
も
重
要
な
予
算
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　  

学
校
給
食
は
成
長
期
の
子
ど
も

に
と
っ
て
身
体
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
。

今
後
の
米
飯
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　  

町
民
は
、自
分
の
生
活
が一番
で
あ
り
、和

気
町
と
言
え
ば「
福
祉
の
ま
ち
」と
評
価
さ
れ

る
よ
う
な「
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
」の
策
定
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　  高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる
ように、高齢者福祉サービスが行われている。しかし本町
の高齢化率は本年８月末時点において40.2％で、県下で
８番目に高齢化が進んでいる。高齢者の行政ニーズは、今
後ますます高まり、特に一人暮らし世帯の見守りの体制の
充実強化が必要であると考えるがどうか。

  　小学校の児童数が非常に少なくなっている
が、学校長寿命化を踏まえて、佐伯中学校と佐伯
小学校を小・中一貫校として、特色のある学校を
作ってみてはどうか。
　佐伯地域の小学校及び中学校が小・中一貫校に
なれば、保護者も佐伯地域へ住んでみたいと思う
ので、長寿命化のため改修するのではなく、この機
をチャンスと捉えて進めたらどうか。

  　町職員として採用され
たら、元気で職務を全うし
てもらいたいが、町職員の
指導はどうなっているのか。

一人暮らしを含む高齢者の見守りに関する意見交換会

長寿命化に向けて改修が進む佐伯中学校

町政の本丸　役場本庁舎
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從野　勝

産
業
振
興
施
設
の
計
画
は

佐
伯
地
域
の
活
性
化
、

新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
に
必
要
な
事
業
だ

從野勝議員の
一般質問動画は
こちらから→

　  

太
田 

町
長

　
令
和
６
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

基
本
的
な
考
え
方
は
継
続
し
て
い
く
が
、
４
年

目
に
あ
た
る
第
２
次
和
気
町
総
合
計
画
の
着
実

な
進
展
に
努
め
、
町
民
の
安
全
・
安
心
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
を
念
頭
に

施
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　  

太
田 

町
長

　
今
後
も
福
祉
施
策

の
充
実
を
図
り
、安
全
・

安
心
で
や
す
ら
ぎ
を
実

感
で
き
る
ま
ち
に
し
て

い
き
た
い
。

  

　　  

嶋
村 

学
校
教
育
課
長

　
本
町
の
学
校
給
食
の
主
食
は
、週
３
日

が
米
飯
で
、あ
と
２
日
は
パ
ン
と
麺
で
あ
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
子
ど
も
の
心
身
の

健
全
な
発
達
に
資
す
る
も
の
で
、重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。食
生
活
が
多
様

化
す
る
昨
今
、学
校
給
食
へ
の
期
待
や
担

う
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
、今
後
も

学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

　  

徳
永 

教
育
長

　
子
ど
も
の
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

発
達
の
た
め
、学
校
給
食
が
果
た
す
役
割

は
大
変
大
き
い
も
の
が
あ
る
。県
教
育
委

員
会
の
管
轄
す
る
部
署
と
も
情
報
共
有

し
、引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　  万代 民生福祉部長
　本町では毎年、民生委員による一人暮らし老
人等の調査を行い、情報共有を図っており、今年
度の調査では、７６７名の一人暮らしの方がいる
と把握している。また、地域包括支援センターに
おいて８０歳以上の一人暮らし世帯などを専門職
員が自宅訪問し、安否確認や健康状態などを把
握している。

　民生委員や社会福祉協議会等との見守り体
制を構築して、地域の企業や事業者との連携を図
り、支援が必要な方の早期発見に努めている。
　  今田 副町長
　多様な個人や団体による複層的な見守り活動
が重要と考えている。地域のつながりが希薄してい
る中ではあるが、サロンなどの交流活動による住民
同士の見守りがより一層重要になっている。

  　

  　徳永 教育長
　提案があった小・中一貫校について、検討が必要な教
育制度であると考えている。佐伯小学校の長寿命化改修
について、併設型の小・中一貫校として整備するのであれ
ば、今後の取り組みをどうするかが大きな課題となってくる。
地域や保護者の思いを踏まえ検討、研究を重ね、令和７年
度をひとつの区切りとし、その方向性を出していきたい。
  　太田 町長
　令和７年度までに
一定の方向を定めて、
議会に報告を行い進
めていきたい。

　  永宗 総務部長
　住民の身近で職務に従事する
町職員に対して、業務の執行や窓
口における接遇対応等について
厳しい視線が日々向けられている。
今後も規律の保持あるいは職員
指導について改めて徹底を行い、
自覚と責任を持った職員の育成に
努めていきたい。

居樹　豊

ど
う
す
る
来
年
度
予
算

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る

居樹豊議員の
一般質問動画は
こちらから→

米
飯
給
食
と
子
ど
も
の

健
康
保
持
推
進
を

学校長寿命化計画に
佐伯小学校も含まれて
いるのか町職員の指導は

誰がどのように
行っているのか

一人暮らし世帯の見守り体制の強化を

  

　今
田 

副
町
長

　
現
在
、検
討
会
を
開
催
し
て
、ど
う
い
っ
た
特
色
を

持
っ
た
施
設
に
す
る
の
か
、
何
を
目
玉
に
し
て
集
客

を
図
る
の
か
な
ど
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
の
定
例
会
に
「
基
本
計
画
作
成
業
務
」
に
係
る

補
正
予
算
を
上
程
し
て
い
る
が
、
基
本
計
画
作
成
後

は
、
計
画
内
容
に
つ
い
て
提
案
を
行
い
、
議
会
の
意
見

も
反
映
し
て
い
き
た
い
。

　  

太
田 

町
長

　
佐
伯
地
域
の
活
性
化
、
新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
に
必

要
な
事
業
で
あ
る
の
で
、
地
元
の
意
向
を
最
大
限
に
反

映
さ
せ
る
施
設
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

  
　
昨
年
の
町
政
懇
談
会
で
、約
４
年
間
休
止

し
て
い
た
道
の
駅
整
備
構
想
に
つ
い
て
、「
地

元
と
の
協
議
を
再
開
す
る
」と
町
長
か
ら
答
弁

が
あ
っ
た
。

　
こ
の
産
業
振
興
施
設
に
つ
い
て
は
、地
元
の

山
田
地
区
だ
け
で
な
く
、佐
伯
地
域
も
非
常
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
が
、町
は
ど
の
よ
う
に
佐
伯

地
域
の
振
興
を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
。

  

　
佐
伯
地
域
に
は
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
る
が
、そ
れ

以
外
に
は
店
舗
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。皆

が
く
つ
ろ
げ
る
場
所
や
佐
伯
地
域
の
農
産
物
販

売
所
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
ほ
し
い
。

　  

太
田
町
政
の
約
１
年
６
か
月
、３
つ
の

基
本
姿
勢
を
掲
げ
、手
堅
く
行
政
運
営
に
努

め
て
き
て
い
る
が
、町
民
生
活
に
と
っ
て
身

近
で
最
も
重
要
な
予
算
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　  

学
校
給
食
は
成
長
期
の
子
ど
も

に
と
っ
て
身
体
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
。

今
後
の
米
飯
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　  

町
民
は
、自
分
の
生
活
が一番
で
あ
り
、和

気
町
と
言
え
ば「
福
祉
の
ま
ち
」と
評
価
さ
れ

る
よ
う
な「
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
」の
策
定
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　  高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる
ように、高齢者福祉サービスが行われている。しかし本町
の高齢化率は本年８月末時点において40.2％で、県下で
８番目に高齢化が進んでいる。高齢者の行政ニーズは、今
後ますます高まり、特に一人暮らし世帯の見守りの体制の
充実強化が必要であると考えるがどうか。

  　小学校の児童数が非常に少なくなっている
が、学校長寿命化を踏まえて、佐伯中学校と佐伯
小学校を小・中一貫校として、特色のある学校を
作ってみてはどうか。
　佐伯地域の小学校及び中学校が小・中一貫校に
なれば、保護者も佐伯地域へ住んでみたいと思う
ので、長寿命化のため改修するのではなく、この機
をチャンスと捉えて進めたらどうか。

  　町職員として採用され
たら、元気で職務を全うし
てもらいたいが、町職員の
指導はどうなっているのか。

一人暮らしを含む高齢者の見守りに関する意見交換会

長寿命化に向けて改修が進む佐伯中学校

町政の本丸　役場本庁舎
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※1 ユニバーサルデザイン（UD）とは…障がいの有無、年齢、性別、人種等にかかわらず、多様な人々が利用しやすいよう、都市や
生活環境をデザインする考え方。

※2 合理的配慮とは…障がい者から何らかの助けを求める意思の表明があった場合、過度な負担になり過ぎない範囲で、社会
的障壁を取り除くために必要な便宜。

※3 MIM（ミム）とは…異なる学力層の子どものニーズに対応して、アセスメントや指導を繰り返しながら、読みやすさなどを育む
指導・支援ツール。

我澤 隆司

片
鉄
ロ
マ
ン
街
道
を
中
心
に
し
た
、

人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
は
で
き
な
い
か

旧
大
國
家
住
宅
の
利
活
用
を
含
め
て

検
討
し
た
い

我澤隆司議員の
一般質問動画は
こちらから→

　
和
気
町
は
人
口
１
万

３
０
０
０
人
ほ
ど
の
小

さ
な
町
だ
。今
後
生
き

延
び
る
た
め
に
は
、
先

進
的
な
町
づ
く
り
の
指

標
が
必
要
と
考
え
る
。

意
見

　
和
気
町
で
事
故
が
起
き
る
前
に
再
点

検
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
使
用
禁
止
な

ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見

　  松田 健康福祉課長
　町内の小・中学校では、保健室に予備の生理用ナプキンを常備している。中学校では、女
子トイレの個室や小スペースにも設置している。町内の公共施設は、現時点では設置していな
い。個室トイレに生理用ナプキンを常備し、提供するサービスの導入に向けて検討している。

　  太田 町長
　生理用品も、サニタリー用品の一部だと考えている。ジェンダーギャップの是正の観点から、
生理用品もトイレットペーパーと同様に無料設置されている社会を目指したい。

山野 英里

に
こ
に
こ
園
、学
校
に
お
け
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
合
理
的
配
慮
は

個
人
の
適
正
な
発
達
を
促
し
て

い
く
取
り
組
み
を
し
て
い
る

山野英里議員の
一般質問動画は
こちらから→

公共施設への生理用ナプキン設置は

大
災
害
時
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に

災
害
対
策
基
金
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

  

　松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
健
康
づ
く
り
の
面
で
も
貴
重
な
資
源
だ
。ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推

進
都
市
は
、
主
に
都
市
部
で
の
取
り
組
み
で
、
和
気
町
に
は
な

じ
ま
な
い
。ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
は
、
国
内
で
は
気
仙
沼
市
と
前
橋
市

が
加
盟
。和
気
町
に
ふ
さ
わ
し
い
か
、今
後
検
討
し
た
い
。

　  

太
田 

町
長

　
歩
い
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
は
い
い
と
思
う
。旧
大
國
家
住

宅
の
利
活
用
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　  

西
本 

都
市
建
設
課
長

　
路
側
帯
に
つ
い
て
は
、
関
係
各
所
か
ら
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

気
づ
い
た
点
は
町
か
ら
も
指
摘
し
て
い
き
た
い
。

  

　 

海
野 

財
政
課
長
　

　
和
気
町
で
は
、
財
政
調
整
基
金
を
設
け
て
い
る
。大
規
模
災

害
時
に
も
迅
速
な
対
応
が
可
能
。令
和
５
年
６
月
末
時
点
で

の
基
金
残
高
は
約
31
億
円
。

①
和
気
町
で
は
、
被
害
を
受
け
た
場
合
に
１
世
帯
当
た
り
最

大
で
５
万
円
の
災
害
見
舞
金
を
支
給
。災
害
援
護
資
金

と
し
て
、最
大
３
５
０
万
円
の
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
る
。

②
東
日
本
大
震
災
な
ど
で
職
員
を
派
遣
。旅
費
等
の
経
費
は

　
一
般
財
源
で
対
応
し
た
。

③
適
切
で
は
な
い
。柔
軟
に
対
応
で
き
る
財
政
調
整
基
金
が

　
妥
当
と
考
え
る
。

  

　岡 

産
業
振
興
課
長

　
藤
公
園
の
支
柱
建
て
替
え
は
、令
和
３
年

度
の
当
初
予
算
に
計
上
し
た
が
、
全
て
減
額

し
た
経
緯
が
あ
る
。今
後
、
取
り
替
え
工
事

を
計
画
。工
法
決
定
後
に
改
め
て
予
算
を
計

上
す
る
予
定
だ
。

　
和
気
美
し
い
森
の
木
製
遊
具
は
、
複
数

年
か
け
修
繕
を
行
う
予
定
。今
年
度
は
緊

急
度
の
高
い
工
事
を
行
な
っ
た
。

  

　今
田 

副
町
長

　
藤
公
園
の
支
柱
に
つ
い
て
は
、
試
行
的
な

工
事
を
行
っ
た
上
で
、
早
急
に
対
応
す
る
。

木
製
遊
具
に
つ
い
て
も
、
子
供
た
ち
が
安
全

に
遊
べ
る
よ
う
に
、
早
期
に
改
修
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

  

嶋
村 

学
校
教
育
課
長
　

　
Ｕ
Ｄ
は
、
就
学
前
か
ら
、
短
い
言
葉
や
図
を
用
い
た
明
確

な
説
明
、活
動
の
見
通
し
の
視
覚
支
援
な
ど
を
し
て
い
る
。

就
学
後
は
、
文
字
の
色
や
フ
ォ
ン
ト（
書
体
）を
調
整
し
た

り
す
る
刺
激
量
の
調
整
、係
や
当
番
の
手
順
を
提
示
な
ど
、

学
級
環
境
を
整
備
。動
画
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
り
す
る

視
覚
化
な
ど
、授
業
の
Ｕ
Ｄ
化
も
図
っ
て
い
る
。

　
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
は
、
各
園
校
の
基
礎
的
環
境
整

備
を
基
に
個
別
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
基
本

的
に
は
本
人
や
保
護
者
と
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
実

施
し
て
い
る
。

　

  

嶋
村 

学
校
教
育
課
長

①
学
校
園
で
は
、
授
業
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
、
集
団
づ
く

り
、体
制
づ
く
り
を
視
点
と
し
て
い
る
。

 

　
合
理
的
配
慮
は
、こ
の
４
点
が
校
園
内
で
共
有
さ
れ

た
上
で
提
供
さ
れ
る
も
の
。基
本
的
に
は
、
個
人
的
に

担
任
が
決
定
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。

②
最
近
で
は
、
多
彩
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
学
習
用
具
が

発
売
さ
れ
て
い
る
。園
に
は
様
々
な
学
習
用
具
が
あ
る

こ
と
を
周
知
し
て
お
り
、今
後
は
、園
か
ら
保
護
者
や
地

域
の
方
へ
も
伝
え
て
い
き
た
い
。

　  

徳
永 

教
育
長

　
町
と
し
て
、
一
人
一
人
の
適
正
な
発
達
を
促
し
て
い
く
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
共
通
支
援
シ
ー
ト
で
、就
学
前
か
ら
の
子
ど
も
の
様
子
を

１
枚
の
シ
ー
ト
に
ま
と
め
て
、
健
康
福
祉
課
と
学
校
教
育
課

で
共
有
し
て
い
る
。

　  

嶋
村 

学
校
教
育
課
長

　
近
年
、
特
別
支
援
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

開
発
状
況
の
注
視
、
そ
し
て
活

用
例
や
効
果
な
ど
を
研
究
し
て

い
く
。

生理用ナプキン
提供機器のイメージ図

にこにこ園でのユニバーサルデザイン

　
答
弁
は
よ
く
理
解
で
き
る
が
、な
ぜ
彦
根
市
や
吉
備
中

央
町
な
ど
が
災
害
対
策
基
金
を
設
け
て
い
る
か
、検
討
す

る
価
値
は
あ
る
と
思
う
。

意
見

藤
公
園
の
支
柱
、

美
し
い
森
の

木
製
遊
具
の

劣
化
へ
の
対
応
は

  

　
和
気
駅
周
辺
や
曽
根
、本
和
気
地
区
は
徒
歩
と
自

転
車
中
心
の
町
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

　
国
土
交
通
省
が
掲
げ
る
※1
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
、

イ
タ
リ
ア
発
祥
の
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
を
目
指
す
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

  

　
片
鉄
ロ
マ
ン
街
道
を
全
区
間
走
っ
て
み
た
が
、路
側

帯
の
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
夜
間
時
に
は
危
険
だ
。改
善

計
画
は
東
備
地
域
事
務
所
と
の
連
携
か
と
思
う
が
。

  

　
同
時
期
に
開
園
し
た
渋
川
藤
公

園
や
、
長
船
の
美
し
い
森
を
視
察
し

比
較
し
て
み
た
が
、
和
気
町
の
施
設

の
劣
化
が
目
立
つ
。今
後
の
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

  

　
①
町
民
を
、金
銭
的
に
救
う
た
め
に
も
必
要
と
考
え

る
が
。

  

　
②
他
地
域
で
の
大
災
害
時
に
、和
気
町
の
職
員
を
迅

速
に
派
遣
す
る
際
に
も
必
要
だ
と
思
う
が
。

  

　
③
財
源
は
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

  
　
障
害
者
基
本
法
で
は
、「
国
及
び
地
方
公
共
団

体
は
、障
が
い
者
の
教
育
に
関
し
、調
査
及
び
研

究
並
び
に
人
材
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上
、適
切

な
教
材
の
提
供
、学
校
施
設
の
整
備
、そ
の
他
の

環
境
整
備
を
促
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
に
こ
に
こ
園
、小
中
学
校
に
お
け
る
※1
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
以
下
Ｕ
Ｄ
と
表
記
す
る
）と
、※2

合
理
的
配
慮
の
現
状
は
。

  

　
学
習
障
が
い
は
、文
字

が
読
み
に
く
い
、上
手
く

字
が
書
け
な
い
、数
の
概

念
の
習
得
が
難
し
い
な
ど

の
症
状
が
あ
る
。学
校
へ
入

学
し
て
か
ら
も
気
づ
か
れ

な
い
こ
と
が
多
い
。

　
多
層
指
導
モ
デ
ル
※3
Ｍ
Ｉ

Ｍ
の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

  

　
①
担
任
だ
け
で
Ｕ
Ｄ
や
合
理
的
配
慮
を
決
め

て
い
く
の
か
。

  

　
②
本
人
だ
け
で
は
な
く
、保
護
者
や
地
域
の
方
も
、

教
育
に
お
い
て
、Ｕ
Ｄ
や
合
理
的
配
慮
を
知

ら
な
い
人
も
多
い
と
思
う
が
、そ
の
対
応
は
。

  　 女性の心身の健康や経済的な負担を考えて、町内の公共施設、学校などに生理
用ナプキンを設置できないか。

※1 ウォーカブル推進都市とは…「居心地が良く歩きたくなるまちなか」づくりを目指す政府の方針に賛同し、事業推進に取り組む自治体を指す。国土
交通省がR元年７月に募集を始めたもので、都市部に限ったものではない。R5年９月３０日現在３５２自治体が加盟。

老朽化が進む藤棚

人にやさしい町づくりに向けて
片鉄ロマン街道の活用を

14和気町議会だより 第70号15 和気町議会だより 第70号



※1 ユニバーサルデザイン（UD）とは…障がいの有無、年齢、性別、人種等にかかわらず、多様な人々が利用しやすいよう、都市や
生活環境をデザインする考え方。

※2 合理的配慮とは…障がい者から何らかの助けを求める意思の表明があった場合、過度な負担になり過ぎない範囲で、社会
的障壁を取り除くために必要な便宜。

※3 MIM（ミム）とは…異なる学力層の子どものニーズに対応して、アセスメントや指導を繰り返しながら、読みやすさなどを育む
指導・支援ツール。

我澤 隆司

片
鉄
ロ
マ
ン
街
道
を
中
心
に
し
た
、

人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
は
で
き
な
い
か

旧
大
國
家
住
宅
の
利
活
用
を
含
め
て

検
討
し
た
い

我澤隆司議員の
一般質問動画は
こちらから→

　
和
気
町
は
人
口
１
万

３
０
０
０
人
ほ
ど
の
小

さ
な
町
だ
。今
後
生
き

延
び
る
た
め
に
は
、
先

進
的
な
町
づ
く
り
の
指

標
が
必
要
と
考
え
る
。

意
見

　
和
気
町
で
事
故
が
起
き
る
前
に
再
点

検
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
使
用
禁
止
な

ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見

　  松田 健康福祉課長
　町内の小・中学校では、保健室に予備の生理用ナプキンを常備している。中学校では、女
子トイレの個室や小スペースにも設置している。町内の公共施設は、現時点では設置していな
い。個室トイレに生理用ナプキンを常備し、提供するサービスの導入に向けて検討している。

　  太田 町長
　生理用品も、サニタリー用品の一部だと考えている。ジェンダーギャップの是正の観点から、
生理用品もトイレットペーパーと同様に無料設置されている社会を目指したい。

山野 英里

に
こ
に
こ
園
、学
校
に
お
け
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
合
理
的
配
慮
は

個
人
の
適
正
な
発
達
を
促
し
て

い
く
取
り
組
み
を
し
て
い
る

山野英里議員の
一般質問動画は
こちらから→

公共施設への生理用ナプキン設置は

大
災
害
時
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に

災
害
対
策
基
金
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

  

　松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
健
康
づ
く
り
の
面
で
も
貴
重
な
資
源
だ
。ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推

進
都
市
は
、
主
に
都
市
部
で
の
取
り
組
み
で
、
和
気
町
に
は
な

じ
ま
な
い
。ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
は
、
国
内
で
は
気
仙
沼
市
と
前
橋
市

が
加
盟
。和
気
町
に
ふ
さ
わ
し
い
か
、今
後
検
討
し
た
い
。

　  

太
田 

町
長

　
歩
い
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
は
い
い
と
思
う
。旧
大
國
家
住

宅
の
利
活
用
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　  

西
本 

都
市
建
設
課
長

　
路
側
帯
に
つ
い
て
は
、
関
係
各
所
か
ら
は
聞
い
て
い
な
い
が
、

気
づ
い
た
点
は
町
か
ら
も
指
摘
し
て
い
き
た
い
。

  

　 

海
野 

財
政
課
長
　

　
和
気
町
で
は
、
財
政
調
整
基
金
を
設
け
て
い
る
。大
規
模
災

害
時
に
も
迅
速
な
対
応
が
可
能
。令
和
５
年
６
月
末
時
点
で

の
基
金
残
高
は
約
31
億
円
。

①
和
気
町
で
は
、
被
害
を
受
け
た
場
合
に
１
世
帯
当
た
り
最

大
で
５
万
円
の
災
害
見
舞
金
を
支
給
。災
害
援
護
資
金

と
し
て
、最
大
３
５
０
万
円
の
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
る
。

②
東
日
本
大
震
災
な
ど
で
職
員
を
派
遣
。旅
費
等
の
経
費
は

　
一
般
財
源
で
対
応
し
た
。

③
適
切
で
は
な
い
。柔
軟
に
対
応
で
き
る
財
政
調
整
基
金
が

　
妥
当
と
考
え
る
。

  

　岡 

産
業
振
興
課
長

　
藤
公
園
の
支
柱
建
て
替
え
は
、令
和
３
年

度
の
当
初
予
算
に
計
上
し
た
が
、
全
て
減
額

し
た
経
緯
が
あ
る
。今
後
、
取
り
替
え
工
事

を
計
画
。工
法
決
定
後
に
改
め
て
予
算
を
計

上
す
る
予
定
だ
。

　
和
気
美
し
い
森
の
木
製
遊
具
は
、
複
数

年
か
け
修
繕
を
行
う
予
定
。今
年
度
は
緊

急
度
の
高
い
工
事
を
行
な
っ
た
。

  

　今
田 

副
町
長

　
藤
公
園
の
支
柱
に
つ
い
て
は
、
試
行
的
な

工
事
を
行
っ
た
上
で
、
早
急
に
対
応
す
る
。

木
製
遊
具
に
つ
い
て
も
、
子
供
た
ち
が
安
全

に
遊
べ
る
よ
う
に
、
早
期
に
改
修
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

  

嶋
村 

学
校
教
育
課
長
　

　
Ｕ
Ｄ
は
、
就
学
前
か
ら
、
短
い
言
葉
や
図
を
用
い
た
明
確

な
説
明
、活
動
の
見
通
し
の
視
覚
支
援
な
ど
を
し
て
い
る
。

就
学
後
は
、
文
字
の
色
や
フ
ォ
ン
ト（
書
体
）を
調
整
し
た

り
す
る
刺
激
量
の
調
整
、係
や
当
番
の
手
順
を
提
示
な
ど
、

学
級
環
境
を
整
備
。動
画
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
り
す
る

視
覚
化
な
ど
、授
業
の
Ｕ
Ｄ
化
も
図
っ
て
い
る
。

　
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
は
、
各
園
校
の
基
礎
的
環
境
整

備
を
基
に
個
別
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
基
本

的
に
は
本
人
や
保
護
者
と
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
実

施
し
て
い
る
。

　

  

嶋
村 

学
校
教
育
課
長

①
学
校
園
で
は
、
授
業
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
、
集
団
づ
く

り
、体
制
づ
く
り
を
視
点
と
し
て
い
る
。

 

　
合
理
的
配
慮
は
、こ
の
４
点
が
校
園
内
で
共
有
さ
れ

た
上
で
提
供
さ
れ
る
も
の
。基
本
的
に
は
、
個
人
的
に

担
任
が
決
定
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。

②
最
近
で
は
、
多
彩
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
学
習
用
具
が

発
売
さ
れ
て
い
る
。園
に
は
様
々
な
学
習
用
具
が
あ
る

こ
と
を
周
知
し
て
お
り
、今
後
は
、園
か
ら
保
護
者
や
地

域
の
方
へ
も
伝
え
て
い
き
た
い
。

　  

徳
永 

教
育
長

　
町
と
し
て
、
一
人
一
人
の
適
正
な
発
達
を
促
し
て
い
く
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
共
通
支
援
シ
ー
ト
で
、就
学
前
か
ら
の
子
ど
も
の
様
子
を

１
枚
の
シ
ー
ト
に
ま
と
め
て
、
健
康
福
祉
課
と
学
校
教
育
課

で
共
有
し
て
い
る
。

　  

嶋
村 

学
校
教
育
課
長

　
近
年
、
特
別
支
援
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

開
発
状
況
の
注
視
、
そ
し
て
活

用
例
や
効
果
な
ど
を
研
究
し
て

い
く
。

生理用ナプキン
提供機器のイメージ図

にこにこ園でのユニバーサルデザイン

　
答
弁
は
よ
く
理
解
で
き
る
が
、な
ぜ
彦
根
市
や
吉
備
中

央
町
な
ど
が
災
害
対
策
基
金
を
設
け
て
い
る
か
、検
討
す

る
価
値
は
あ
る
と
思
う
。

意
見

藤
公
園
の
支
柱
、

美
し
い
森
の

木
製
遊
具
の

劣
化
へ
の
対
応
は

  
　
和
気
駅
周
辺
や
曽
根
、本
和
気
地
区
は
徒
歩
と
自

転
車
中
心
の
町
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

　
国
土
交
通
省
が
掲
げ
る
※1
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
、

イ
タ
リ
ア
発
祥
の
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
を
目
指
す
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

  

　
片
鉄
ロ
マ
ン
街
道
を
全
区
間
走
っ
て
み
た
が
、路
側

帯
の
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
夜
間
時
に
は
危
険
だ
。改
善

計
画
は
東
備
地
域
事
務
所
と
の
連
携
か
と
思
う
が
。

  

　
同
時
期
に
開
園
し
た
渋
川
藤
公

園
や
、
長
船
の
美
し
い
森
を
視
察
し

比
較
し
て
み
た
が
、
和
気
町
の
施
設

の
劣
化
が
目
立
つ
。今
後
の
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

  

　
①
町
民
を
、金
銭
的
に
救
う
た
め
に
も
必
要
と
考
え

る
が
。

  

　
②
他
地
域
で
の
大
災
害
時
に
、和
気
町
の
職
員
を
迅

速
に
派
遣
す
る
際
に
も
必
要
だ
と
思
う
が
。

  

　
③
財
源
は
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

  

　
障
害
者
基
本
法
で
は
、「
国
及
び
地
方
公
共
団

体
は
、障
が
い
者
の
教
育
に
関
し
、調
査
及
び
研

究
並
び
に
人
材
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上
、適
切

な
教
材
の
提
供
、学
校
施
設
の
整
備
、そ
の
他
の

環
境
整
備
を
促
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
に
こ
に
こ
園
、小
中
学
校
に
お
け
る
※1
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
以
下
Ｕ
Ｄ
と
表
記
す
る
）と
、※2

合
理
的
配
慮
の
現
状
は
。

  

　
学
習
障
が
い
は
、文
字

が
読
み
に
く
い
、上
手
く

字
が
書
け
な
い
、数
の
概

念
の
習
得
が
難
し
い
な
ど

の
症
状
が
あ
る
。学
校
へ
入

学
し
て
か
ら
も
気
づ
か
れ

な
い
こ
と
が
多
い
。

　
多
層
指
導
モ
デ
ル
※3
Ｍ
Ｉ

Ｍ
の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

  

　
①
担
任
だ
け
で
Ｕ
Ｄ
や
合
理
的
配
慮
を
決
め

て
い
く
の
か
。

  

　
②
本
人
だ
け
で
は
な
く
、保
護
者
や
地
域
の
方
も
、

教
育
に
お
い
て
、Ｕ
Ｄ
や
合
理
的
配
慮
を
知

ら
な
い
人
も
多
い
と
思
う
が
、そ
の
対
応
は
。

  　 女性の心身の健康や経済的な負担を考えて、町内の公共施設、学校などに生理
用ナプキンを設置できないか。

※1 ウォーカブル推進都市とは…「居心地が良く歩きたくなるまちなか」づくりを目指す政府の方針に賛同し、事業推進に取り組む自治体を指す。国土
交通省がR元年７月に募集を始めたもので、都市部に限ったものではない。R5年９月３０日現在３５２自治体が加盟。

老朽化が進む藤棚

人にやさしい町づくりに向けて
片鉄ロマン街道の活用を
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①
和
気
町
森
林
整
備
計
画
の
内
容
は
。

②
令
和
５
年
４
月
１
日
の
改
定
内
容
は
。

③
和
気
町
森
林
経
営
計
画
と
は
。

④
こ
れ
ら
の
計
画
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料
資
源
確
保
に

繋
が
る
か
。

⑤
早
生
樹
木
で
あ
る
ヤ
ナ
ギ
が
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
今
後
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
事
業
進
展
に
つ
い
て
の
本
町
の
考
え
は
。

①
ロ
マ
ン
ツ
ェ
を
含
む
三
保
高
原
ス
ポ
ー
ツ
＆
リ
ゾ
ー
ト
の
利
用
に
つ

い
て
、キ
ャ
ン
プ
場
の
新
設
を
し
な
い
か
。ま
た
、り
ん
ご
祭
り
や
り
ん

ご
狩
り
な
ど
を
利
用
し
た
集
客
を
し
な
い
か
。

②
片
鉄
ロ
マ
ン
街
道
を
利
用
し
た
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

③
吉
井
川
河
川
公
園
の
利
用
方
法
は
。

④
和
気
町
の
歴
史
と
景
観
を
利
用
し
た
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

山本　稔

今
後
の
観
光
振
興
は

各
方
面
で
精
力
的
に
取
り
組
む

山本 稔議員の
一般質問動画は
こちらから→

　  永宗 総務部長
①過去１０年間の実績の詳細は確認できな
かったが、平成３０年度から直近５か年では、
公用車の調達方法を、購入方式からリース
の方式へ一部シフトしたこともあり、５年間で
は２業者から購入が４台、５業者からリース１８
台を調達している状況だ。

②令和４年度、町所有の車両４８台、消防団
管理の消防車両３０台を、町内１３事業者で
行っている。

　  太田 町長
③町内の事業者は、真摯に仕事を行っている
ので今の方式で問題ないと認識している。

　  森元 社会教育課長
　今後は新規に施設を作るのではなく、吉井川
河川公園や和気ドームの使用を提案していく。

　  井上 総務事業課長
　現在は新たな取り組みができておらず、
今後地元区や企業と協議しながら、利
活用策を図りたい。

神﨑 良一

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
推
進
の

本
町
の
考
え
は

燃
料
と
な
る
木
を
出
せ
る
業
者
を

育
て
、事
業
を
推
進

神﨑良一議員の
一般質問動画は
こちらから→

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の

今
後
は

佐伯ストアーの
今後は

  

　岡 

産
業
振
興
課
長

①
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
の
団
体

客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
て
、
さ
ら

な
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
集
客
に
向
け

て
の
戦
略
や
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
な
ど
の
立
ち
寄
り
場
所
と

し
て
の
活
用
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
り
ん
ご
狩
り
の
で
き
る
宿
泊

施
設
と
し
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
利
用
し
な

が
ら
、利
用
客
増
加
に
向
け
た
情
報

発
信
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

②
今
後
は
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
の

観
点
も
取
り
入
れ
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

だ
け
で
な
く
、
イ
ン
フ
ラ
や
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
整
備
な
ど
、様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

③
芝
生
化
し
た
こ
と
で
、町
内
外
の
ス

ポ
ー
ツ
愛
好
家
に
活
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
予
約
を
開
始
し
て
い
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
と
合
わ
せ

て
「
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
交
流
の

推
進
」の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い

き
た
い
。

④
今
後
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
形

で
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
と

と
も
に
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
周
知
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

  

　井
上 

総
務
事
業
課
長

①
新
し
い
集
客
に
つ
い
て
は
新
た
な
投

資
と
人
員
も
必
要
と
な
る
た
め
指

定
管
理
者
と
今
後
の
こ
と
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

  

　岡 

産
業
振
興
課
長

①
森
林
整
備
計
画
と
は
、
岡
山
県
の
地
域
森
林

計
画
に
沿
っ
て
市
町
村
が
策
定
す
る
10
か
年

の
計
画
で
、
森
林
関
連
施
策
の
方
向
や
森
林

所
有
者
が
行
う
伐
採
や
造
林
な
ど
の
森
林
施

業
の
標
準
的
な
方
法
な
ど
を
定
め
た
も
の
。

町
の
森
林
、
林
業
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る

計
画
だ
。

②
令
和
５
年
４
月
１
日
の
改
正
内
容
は
、
上
位
計

画
で
あ
る
岡
山
県
地
域
森
林
計
画
改
定
に
伴

い
、
和
気
町
森
林
計
画
も
現
時
点
で
修
正
す
る

必
要
が
あ
り
、
区
域
内
の
資
源
量
の一
部
変
更
、

不
要
な
計
画
の
削
除
な
ど
軽
微
な
変
更
を

行
っ
た
。

③
森
林
経
営
計
画
と
は
、森
林
の
所
有
者
、ま
た

は
森
林
の
経
営
の
委
託
を
受
け
た
者
が
、
自

ら
森
林
の
経
営
を
行
う
ま
と
ま
り
の
あ
る
森

林
を
対
象
と
し
て
、
森
林
の
施
業
及
び
保
護

に
つ
い
て
作
成
す
る
５
か
年
の
計
画
の
こ
と
。

④
森
林
整
備
計
画
は
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事

業
に
と
っ
て
直
接
的
に
影
響
は
な
い
が
、
森
林

経
営
計
画
に
よ
り
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料

資
源
の
確
保
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

  

　太
田 

町
長

⑤
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
進
め
て
い
く
に
は
、

ど
れ
だ
け
木
を
出
せ
る
か
が
勝
負
に
な
る
。そ

の
関
係
者
の
育
成
を
進
め
て
い
く
。広
葉
樹
は

伐
採
す
る
と
、
約
15
年
周
期
で
再
生
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
早
く
育
つ
ヤ
ナ
ギ
等
を

植
え
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

①公用車両は必ず購入落札した業者が車検を行うと聞くが、過去１０年間の入札実
績は。

②過去１０年間の車検実績は。
③今後の公用車の入札方法と車検の在り方は。

  　和気鵜飼谷体育施設屋内ゲート
ボール場を他の目的で使用するが今
後はどうするのか。

バイオマス構想に向けた広葉樹の試験伐採

間もなく解体される
鵜飼谷体育施設屋内ゲートボール場

早
急
な
利
活
用
が
望
ま
れ
る

「
旧
佐
伯
ス
ト
ア
ー
」

公用車入札と車検の関係は
  　佐伯ストアーの今後の利用は
考えているか。
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①
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た
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の
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が
あ
り
、
区
域
内
の
資
源
量
の一
部
変
更
、

不
要
な
計
画
の
削
除
な
ど
軽
微
な
変
更
を

行
っ
た
。

③
森
林
経
営
計
画
と
は
、森
林
の
所
有
者
、ま
た

は
森
林
の
経
営
の
委
託
を
受
け
た
者
が
、
自

ら
森
林
の
経
営
を
行
う
ま
と
ま
り
の
あ
る
森

林
を
対
象
と
し
て
、
森
林
の
施
業
及
び
保
護

に
つ
い
て
作
成
す
る
５
か
年
の
計
画
の
こ
と
。

④
森
林
整
備
計
画
は
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事

業
に
と
っ
て
直
接
的
に
影
響
は
な
い
が
、
森
林

経
営
計
画
に
よ
り
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料

資
源
の
確
保
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

  

　太
田 

町
長

⑤
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
進
め
て
い
く
に
は
、

ど
れ
だ
け
木
を
出
せ
る
か
が
勝
負
に
な
る
。そ

の
関
係
者
の
育
成
を
進
め
て
い
く
。広
葉
樹
は

伐
採
す
る
と
、
約
15
年
周
期
で
再
生
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
早
く
育
つ
ヤ
ナ
ギ
等
を

植
え
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

①公用車両は必ず購入落札した業者が車検を行うと聞くが、過去１０年間の入札実
績は。

②過去１０年間の車検実績は。
③今後の公用車の入札方法と車検の在り方は。

  　和気鵜飼谷体育施設屋内ゲート
ボール場を他の目的で使用するが今
後はどうするのか。

バイオマス構想に向けた広葉樹の試験伐採

間もなく解体される
鵜飼谷体育施設屋内ゲートボール場

早
急
な
利
活
用
が
望
ま
れ
る

「
旧
佐
伯
ス
ト
ア
ー
」

公用車入札と車検の関係は
  　佐伯ストアーの今後の利用は
考えているか。

16和気町議会だより 第70号17 和気町議会だより 第70号



　  

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
の
経
営
改
革
の
実
行

計
画
は
出
来
て
い
る
か
。

　

  

河
野 

危
機
管
理
室
長

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
昨
年
１
月
末
か
ら

２
月
17
日
の
期
間
実
施
し
た
。回
収

数
は
４
２
６
８
部
に
な
る
。自
動

車
運
転
免
許
の
非
保
有
率
は
20
・

４
パ
ー
セ
ン
ト
で
、10
代
や
80
歳
以

上
で
持
っ
て
い
な
い
人
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
。町
営
バ
ス
の
認

知
度
は
、平
成
28
年
度
に
行
っ
た
調

査
に
比
べ
る
と
数
値
的
に
高
く

な
っ
て
い
る
が
、マ
イ
カ
ー
利
用
が

多
い
た
め
、町
営
バ
ス
の
利
用
頻
度

は
低
い
。バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、利
用
し
た
こ
と
が
な
い
人
に
比

べ
満
足
度
が
全
体
的
に
高
く
、特

に
料
金
や
バ
ス
停
の
わ
か
り
や
す

さ
、バ
ス
停
ま
で
の
距
離
な
ど
が
満

足
度
が
高
い
状
況
で
あ
る
。

　

  

河
野 

危
機
管
理
室
長

　
今
後
の
運
行
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

現
在
、地
域
公
共
交
通
会
議
に
て

協
議
を
行
っ
て
い
る
。前
計
画
と

似
か
よ
っ
た
部
分
も
あ
る
と
思
う

が
、さ
ら
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
て
い

く
こ
と
で
よ
り
町
民
の
方
の
ニ
ー

ズ
に
沿
う
計
画
に
し
て
い
き
た
い
。

本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
委
託
し
て

お
り
、本
年
度
中
に
計
画
策
定
を

行
う
。委
託
契
約
は
単
年
度
ご
と

に
行
っ
て
い
る
の
で
路
線
の
見
直

し
等
に
つ
い
て
は
令
和
６
年
度
以

降
に
地
域
公
共
交
通
計
画
を
も

と
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

  

河
野 

危
機
管
理
室
長

　
お
客
様
か
ら
運
転
手
の
接
遇
に

つ
い
て
意
見
や
指
摘
を
受
け
た
ら
、

そ
の
都
度
該
当
の
運
転
手
へ
聞
き

取
り
を
行
い
改
善
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

山本 泰正

人
口
減
に
伴
う
行
政
組
織
の
統
廃
合
は

地
域
の
想
い
を
優
先
し
た
い

山本泰正議員の
一般質問動画は
こちらから→

　  河野 危機管理室長
　消防団員の現状は近年、新入団員より退団者が多い状況が続い
ている。
　また、実際に活動できていない団員調査を行い、約５０人が退団した。
　団員不足で苦慮している分団及び部もあるが、工夫しながら地域の
防災力の維持に努めている。部の統廃合を行政が主導することはでき
ないが、本年度から消防団員のＯＢ等を中心に、「機能別消防団員」を
募集しており、火災や水害等に対応していきたい。

　  万代 民生福祉部長
　第９期の国の基本指針案及び改正案では、現在は
地域包括支援センターに限定されている要支援者の
ケアマネジメントを、居宅介護支援事業所にも指定対
象を拡大することが予定されている。これにより地域包

括支援センターの業務負担が軽減され、地域住民の複
雑化されているニーズへの対応をより適切に行う体制
が整えられる。保険料の段階設定について高所得者の
標準乗率の引き上げと低所得者の標準乗率の引き下
げなどの見直しが検討されている。更には給付負担割
合が2割となっている方の所得判断基準の見直しが行
われる可能性がある。今後、国の方で議論され年末ごろ
具体的なことが決定される見通しである。

西中 純一

経
営
改
善
計
画
の
実
行
計
画
は

で
き
て
い
る
か

西中純一議員の
一般質問動画は
こちらから→

消防団員の減員対策は

　

  

大
竹 
鵜
飼
谷
温
泉
支
配
人

　
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
「
和
気
鵜
飼
谷
温
泉

事
業
改
善
計
画
」
や
「
観
光
施
設
事
業
経
営
戦
略
」

の
と
お
り
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
今
ま
で
実
施
に
至
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
５
月
８
日
以
降
２
類
か
ら
５
類
へ

移
行
と
な
っ
た
こ
と
で
本
格
的
に
実
行
に
移
っ
た
。成

果
と
課
題
を
検
証
し
不
断
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

く
。議
会
へ
も
報
告
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

  

大
竹 

鵜
飼
谷
温
泉
支
配
人

　
改
善
計
画
の
指
標
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
目
標
に

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。お
客
様
の
利
用
形
態
の

変
化
や
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
各
部
署
に
お
い
て
模
索

状
況
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
広
報
紙
等
で
の
発
信
、
サ
ー
ビ
ス

プ
ラ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
検
討
実
施
、
営
業
形
態
の
検

討
、
ツ
ー
リ
ス
ト
へ
の
営
業
な
ど
で
き
る
こ
と
は
す
べ

て
実
行
に
移
し
て
い
る
。

　

  

大
竹 

鵜
飼
谷
温
泉
支
配
人

　
研
修
を
す
る
予
定
は
な
い
。採
算
部
門
、不
採
算
部

門
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
た
が
、
見
直
し
だ
け
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
不
採
算
部
門
の
取
り
扱
い
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

  

　永
宗 

総
務
部
長

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
集

落
・
行
政
区
は
運
営
を
は
じ
め
様
態
は
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
様
々
な
懸
念
の
声
も

多
く
聞
い
て
い
る
。

　
行
政
区
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
慣
習
や

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
、そ
し
て
、区
有
財
産
も
あ
り
、行

政
と
し
て
行
政
区
の
統
廃
合
を
、
先
導
・
誘

導
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

  

　太
田 

町
長

　
行
政
区
の
管
理
運
営
に
苦
慮
し
て
い
る
行

政
区
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

　
行
政
主
導
で
行
政
区
の
統
廃
合
を
進
め

る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
あ
り
、
財
産
も
あ
り
、
な
か
な
か
難
し

い
面
も
あ
る
。

　
今
後
、区
民
の
方
々
と
一
緒
に
考
え
、知
恵

を
絞
っ
て
い
き
た
い
。

消防団の団員状況

（令和5年4月1日現在）

（単位：人）

基準
団員数分団名

本部

１分団

２分団

３分団

４分団

５分団

６分団

７分団

８分団

合計

69

141

84

67

59

78

107

51

44

700

51

129

63

56

50

62

100

40

26

577

△ 18

△ 12

△ 21

△ 11

△ 9

△ 16

△ 7

△ 11

△ 18

△ 123

現有
団員数

団員
増減数

成
果
と
課
題
を
検
証
し

課
題
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く

第9期介護保険事業計画は

町
営
バ
ス
の
運
行
計
画
の
変
更
は

　  

営
業
目
標
を
も
っ
て
従
事
し
て
い
る
か
。

　  

コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
原
価

計
算
の
研
修
を
行
う
予
定
は
な
い
か
。

　  

今
後
の
運
行
は
従
来
の
コ

ン
セ
プ
ト
か
ら
変
更
は
な
い

か
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
運
行

計
画
作
成
を
依
頼
し
た
か
。

　  

運
転
手
の
接
遇
研
修
は

実
施
し
て
い
る
か
。

　  

ア
ン
ケ
ー
ト
の
総
括
が
で

き
た
の
か
。

　  第９期の介護保険事業計画の変更を来年度実施す
る予定だと聞いている。介護保険法の改定で何が変わ
るか。大きな変更点や記載を充実するものは何か。

　  消防団員の基準団員は700人だが、現在の団員数は577人と
123人の団員不足だ。
　基準団員数の半数以下の部は９部とのことだが、機能不全で
はないか。そこで、部の統廃合は考えられないか。また、高齢化
が進む中、昨今想定外の豪雨など消防団への依存度は高まっ
ている。
　今後の方針は。

　  

和
気
町
と
佐
伯
町
が
合
併
し
、18

年
を
経
過
し
た
が
人
口
減
少
は
止
ま

ら
な
い
。

　
合
併
当
時
１
万
６
千
６
０
０
人
余
り

の
人
口
も
、現
在
１
万
３
千
３
０
０
人

余
り
と
、３
千
３
０
０
人
余
り
の
人
口

減
と
な
っ
て
い
る
。

　
高
齢
化
が
進
み
、合
併
当
時

19
世

帯
・
34
人
の
行
政
区
も
、現
在
６
世
帯
・

９
人
と
大
幅
に
人
口
減
が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
の
状
況
下
で
は
、行
政
区
の
機
能

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
他
に
も
50
世
帯
を
下
回
る
行
政
区
も

７
行
政
区
と
の
こ
と
だ
が
、行
政
区
と

し
て
の
運
営
に
苦
慮
し
て
い
る
地
区
は

な
い
の
か
。

　
町
と
し
て
の
今
後
の
方
向
性
は
。

　  

行
政
区
は
自
主
組
織
で
あ
り
区
の

考
え
を
優
先
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
。

　
区
長
の
選
出
に
も
苦
慮
し
て
い
る
行

政
区
も
あ
る
こ
と
や
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
の
管
理
や
防
犯
灯
の
維
持
管
理
等
、

当
然
経
費
も
必
要
だ
。ま
た
、道
路
・
河

川
の
管
理
も
必
要
で
、人
口
減
と
高
齢

化
で
苦
慮
し
て
い
る
。人
に
や
さ
し
い

町
政
を
推
進
す
る
太
田
町
政
だ
か
ら
、

地
域
に
も
優
し
く
地
域
の
声
を
聞
き
、

行
政
主
導
で
改
善
す
べ
き
時
期
で
は
な

い
か
。
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。
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河
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危
機
管
理
室
長

　
今
後
の
運
行
の
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現
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公
共
交
通
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に
て

協
議
を
行
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計
画
と

似
か
よ
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た
部
分
も
あ
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と
思
う
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に
プ
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ス
ア
ル
フ
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く
こ
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で
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の
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の
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た
い
。

本
計
画
の
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定
に
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サ
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タ
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ト
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社
に
委
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し
て

お
り
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に
計
画
策
定
を

行
う
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は
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ご
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に
行
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で
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線
の
見
直

し
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に
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以

降
に
地
域
公
共
交
通
計
画
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。
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長
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客
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に
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、
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取
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一般質問動画は
こちらから→

　  河野 危機管理室長
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ないが、本年度から消防団員のＯＢ等を中心に、「機能別消防団員」を
募集しており、火災や水害等に対応していきたい。

　  万代 民生福祉部長
　第９期の国の基本指針案及び改正案では、現在は
地域包括支援センターに限定されている要支援者の
ケアマネジメントを、居宅介護支援事業所にも指定対
象を拡大することが予定されている。これにより地域包

括支援センターの業務負担が軽減され、地域住民の複
雑化されているニーズへの対応をより適切に行う体制
が整えられる。保険料の段階設定について高所得者の
標準乗率の引き上げと低所得者の標準乗率の引き下
げなどの見直しが検討されている。更には給付負担割
合が2割となっている方の所得判断基準の見直しが行
われる可能性がある。今後、国の方で議論され年末ごろ
具体的なことが決定される見通しである。

西中 純一

経
営
改
善
計
画
の
実
行
計
画
は

で
き
て
い
る
か

西中純一議員の
一般質問動画は
こちらから→

消防団員の減員対策は

　

  

大
竹 

鵜
飼
谷
温
泉
支
配
人

　
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
「
和
気
鵜
飼
谷
温
泉

事
業
改
善
計
画
」
や
「
観
光
施
設
事
業
経
営
戦
略
」

の
と
お
り
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
今
ま
で
実
施
に
至
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
５
月
８
日
以
降
２
類
か
ら
５
類
へ

移
行
と
な
っ
た
こ
と
で
本
格
的
に
実
行
に
移
っ
た
。成

果
と
課
題
を
検
証
し
不
断
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

く
。議
会
へ
も
報
告
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

  

大
竹 

鵜
飼
谷
温
泉
支
配
人

　
改
善
計
画
の
指
標
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
目
標
に

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。お
客
様
の
利
用
形
態
の

変
化
や
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
各
部
署
に
お
い
て
模
索

状
況
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
広
報
紙
等
で
の
発
信
、
サ
ー
ビ
ス

プ
ラ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
検
討
実
施
、
営
業
形
態
の
検

討
、
ツ
ー
リ
ス
ト
へ
の
営
業
な
ど
で
き
る
こ
と
は
す
べ

て
実
行
に
移
し
て
い
る
。

　

  

大
竹 

鵜
飼
谷
温
泉
支
配
人

　
研
修
を
す
る
予
定
は
な
い
。採
算
部
門
、不
採
算
部

門
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
た
が
、
見
直
し
だ
け
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
不
採
算
部
門
の
取
り
扱
い
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

  

　永
宗 

総
務
部
長

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
集

落
・
行
政
区
は
運
営
を
は
じ
め
様
態
は
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
様
々
な
懸
念
の
声
も

多
く
聞
い
て
い
る
。

　
行
政
区
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
慣
習
や

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
、そ
し
て
、区
有
財
産
も
あ
り
、行

政
と
し
て
行
政
区
の
統
廃
合
を
、
先
導
・
誘

導
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

  

　太
田 
町
長

　
行
政
区
の
管
理
運
営
に
苦
慮
し
て
い
る
行

政
区
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

　
行
政
主
導
で
行
政
区
の
統
廃
合
を
進
め

る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
あ
り
、
財
産
も
あ
り
、
な
か
な
か
難
し

い
面
も
あ
る
。

　
今
後
、区
民
の
方
々
と
一
緒
に
考
え
、知
恵

を
絞
っ
て
い
き
た
い
。

消防団の団員状況

（令和5年4月1日現在）

（単位：人）

基準
団員数分団名

本部

１分団

２分団

３分団

４分団

５分団

６分団

７分団

８分団

合計

69

141

84

67

59

78

107

51

44

700

51

129

63

56

50

62

100

40

26

577

△ 18

△ 12

△ 21

△ 11

△ 9

△ 16

△ 7

△ 11

△ 18

△ 123

現有
団員数

団員
増減数

成
果
と
課
題
を
検
証
し

課
題
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く

第9期介護保険事業計画は

町
営
バ
ス
の
運
行
計
画
の
変
更
は

　  

営
業
目
標
を
も
っ
て
従
事
し
て
い
る
か
。

　  

コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
原
価

計
算
の
研
修
を
行
う
予
定
は
な
い
か
。

　  

今
後
の
運
行
は
従
来
の
コ

ン
セ
プ
ト
か
ら
変
更
は
な
い

か
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
運
行

計
画
作
成
を
依
頼
し
た
か
。

　  

運
転
手
の
接
遇
研
修
は

実
施
し
て
い
る
か
。

　  

ア
ン
ケ
ー
ト
の
総
括
が
で

き
た
の
か
。

　  第９期の介護保険事業計画の変更を来年度実施す
る予定だと聞いている。介護保険法の改定で何が変わ
るか。大きな変更点や記載を充実するものは何か。

　  消防団員の基準団員は700人だが、現在の団員数は577人と
123人の団員不足だ。
　基準団員数の半数以下の部は９部とのことだが、機能不全で
はないか。そこで、部の統廃合は考えられないか。また、高齢化
が進む中、昨今想定外の豪雨など消防団への依存度は高まっ
ている。
　今後の方針は。

　  
和
気
町
と
佐
伯
町
が
合
併
し
、18

年
を
経
過
し
た
が
人
口
減
少
は
止
ま

ら
な
い
。

　
合
併
当
時
１
万
６
千
６
０
０
人
余
り

の
人
口
も
、現
在
１
万
３
千
３
０
０
人

余
り
と
、３
千
３
０
０
人
余
り
の
人
口

減
と
な
っ
て
い
る
。

　
高
齢
化
が
進
み
、合
併
当
時

19
世

帯
・
34
人
の
行
政
区
も
、現
在
６
世
帯
・

９
人
と
大
幅
に
人
口
減
が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
の
状
況
下
で
は
、行
政
区
の
機
能

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
他
に
も
50
世
帯
を
下
回
る
行
政
区
も

７
行
政
区
と
の
こ
と
だ
が
、行
政
区
と

し
て
の
運
営
に
苦
慮
し
て
い
る
地
区
は

な
い
の
か
。

　
町
と
し
て
の
今
後
の
方
向
性
は
。

　  

行
政
区
は
自
主
組
織
で
あ
り
区
の

考
え
を
優
先
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
。

　
区
長
の
選
出
に
も
苦
慮
し
て
い
る
行

政
区
も
あ
る
こ
と
や
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
の
管
理
や
防
犯
灯
の
維
持
管
理
等
、

当
然
経
費
も
必
要
だ
。ま
た
、道
路
・
河

川
の
管
理
も
必
要
で
、人
口
減
と
高
齢

化
で
苦
慮
し
て
い
る
。人
に
や
さ
し
い

町
政
を
推
進
す
る
太
田
町
政
だ
か
ら
、

地
域
に
も
優
し
く
地
域
の
声
を
聞
き
、

行
政
主
導
で
改
善
す
べ
き
時
期
で
は
な

い
か
。

18和気町議会だより 第70号19 和気町議会だより 第70号



和気町議会だより

❹ 請願陳情・臨時議会　❺ 質疑と答弁　
❼ 委員長報告　　 一般質問

和気町議会だより 令和5年10月25日発行第70号

❷ 　　  中学生模擬議会

Information

　あなたが撮った写真が『議会だより』
の表紙になります！
　発行月（1、4、7、10 月）にふさわしい
町民の笑顔やイベント行事などの写真
をお送りください。
　採用になったお写真は、『議会だより』
表紙に掲載するとともに、誌面で紹介さ
せていただきます。また、和気町ＰＲグッ
ズを差し上げます。

＊詳しい応募要項は、和気町議会ホームページ
をご覧いただくか、事務局までお問い合わせく
ださい。

写真はイメージです。

「秋晴れの空に向けて
みんなでワッショイ」

今月の表紙

　今
回
、
中
学
生
を
対
象
に
子
ど

も
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。和
気

町
で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り

私
た
ち
議
員
に
と
っ
て
も
、
良
い

刺
激
と
な
り
ま
し
た
。町
政
に
対

し
て
明
確
な
意
見
を
持
ち
、
議
論

し
て
い
る
姿
が
ど
の
子
も
輝
い

て
い
ま
し
た
。

　子
ど
も
議
会
を
通
し
て
、
改
め

て
、
町
政
と
は
誰
の
た
め
に
あ
る

の
か
、
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。町
の
未
来
に
つ
い
て
、
大
人

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
も
含

め
て
、町
民
全
員
で
議
論
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？　町

内
で
は
、
個
性
豊
か
な
12
人

の
議
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
、
議
会
だ
よ
り
を
参
考
に
し
て

推
し
の
議
員
を
見
つ
け
て
、
町
政

に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る

と
活
動
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（山
野 

英
里
）

編
集
後
記

一部加工・トリミングして掲載しています。

表紙写真を
募集しています

和気町議会広報編集委員会　岡山県和気郡和気町尺所555番地　TEL0869-93-1121（代）
和気町議会ホームページ　https://www.town.wake.lg.jp/gyosei/choGikai/

和気町議会
ホームページはこちら！

和気町議会 検索

撮影場所：
撮 影 者：
コメント：

宮田地内
橘　隆介

「宮田子ども会」親子参加による子
どもみこしの一コマ。
宝くじ助成事業で購入して、初お披
露目の黄金色のおみこしが秋真っ
盛りの町並みに映えていました。

和気町議会

第70号
令和5年
9月定例会

特 集
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